
石
器
認
定
の
思
考

─
─
日
本
列
島
に
お
け
る
約
四
万
年
前
を
遡
る
石
器
の
認
識
─
─

上　

 

峯　
　

篤　

 

史

【
要
約
】　

現
生
人
類
の
渡
来
（
約
四
万
年
前
）
以
前
に
、
日
本
列
島
に
人
類
が
到
達
し
て
い
た
か
否
か
。
こ
の
古
く
て
新
し
い
議
論
の
核
心
に
は
、
石
器

認
定
（
石
器
と
自
然
礫
の
区
別
）
の
難
し
さ
が
あ
る
。
こ
の
難
題
に
方
法
論
的
な
展
望
を
見
い
だ
す
た
め
、
旧
石
器
考
古
学
に
関
わ
る
捏
造
事
件
を
石
器

認
定
に
注
目
し
て
回
顧
す
る
。
捏
造
者
は
何
を
意
図
し
て
、
な
ぜ
当
時
の
研
究
者
ら
が
誤
っ
た
の
か
を
た
ど
る
。
す
る
と
、
新
た
な
資
料
の
発
見
に
先
立

っ
て
、
既
存
の
学
説
や
時
代
観
、
編
年
観
に
沿
っ
て
、
今
後
発
見
さ
れ
る
べ
き
資
料
の
輪
郭
が
予
測
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
予
測
に
当
て
は
ま
る
捏
造
資
料

を
受
け
入
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
型
式
論
・
系
統
論
的
判
断
と
は
異
な
る
石
器
認
定
法
と
し
て
は
、
原
材
料
の
異
地
性
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
、
割

れ
面
観
察
の
徹
底
に
よ
っ
て
人
為
性
を
読
み
取
る
方
法
等
、
石
器
研
究
の
体
系
に
沿
っ
た
方
策
が
考
え
ら
れ
る
が
、
既
往
の
理
解
に
当
て
は
ま
ら
な
い
資

料
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
現
在
の
研
究
状
況
は
こ
の
傾
向
を
い
っ
そ
う
加
速
さ
せ
る
と
予
想
さ
れ
る
。	

	
�

史
林　

一
〇
八
巻
一
号　

二
〇
二
五
年
一
月

一　
「
噓
」
と
「
誤
り
」

　

ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
絵
を
象
徴
的
に
掲
げ
た
地
域
集
団
の
起
源
の
探
究
は
、
近
年
進
展
が
著
し
い
生
化
学
的
な
研
究
に
よ
く
な
じ
む
が
、
し
ば
し

ば
人
文
学
も
、
こ
れ
を
羅
針
盤
あ
る
い
は
免
罪
符
と
し
て
採
用
す
る
。
同
視
点
を
旧
石
器
考
古
学
の
文
脈
に
持
ち
こ
む
と
、
あ
る
時
点
、
あ
る

地
域
の
文
化
の
系
統
論
的
説
明
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
日
本
列
島
へ
の
現
生
人
類
の
渡
来
ル
ー
ト
や
故
地
探
し
は
、
こ
れ
を
や
や
即
物
的
に
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論
じ
て
い
る
。
日
本
列
島
の
後
期
旧
石
器
時
代
初
頭
の
石
器
群
と
、
大
陸
側
の
資
料
と
の
対
比
に
力
が
注
が
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
現
生
人
類
が
渡
来
す
る
約
四
万
年
前
以
前
、
東
ア
ジ
ア
に
生
息
し
て
い
た
人
類
が
日
本
列
島
に
到
達
し
て
い
た
か
否
か
を
問
う
場

合
、
状
況
が
い
さ
さ
か
異
な
る
。
説
明
対
象
と
な
る
日
本
列
島
の
考
古
資
料
に
つ
い
て
、
そ
も
そ
も
の
事
例
が
少
な
い
ば
か
り
か
、
人
為
性
や

年
代
に
定
見
が
な
い
。
さ
ら
に
憂
慮
す
べ
き
こ
と
に
、
見
解
が
異
な
る
者
ど
う
し
の
対
話
が
乏
し
い
。
背
景
に
は
、
旧
石
器
遺
跡
発
掘
捏
造
事

件
が
作
り
だ
し
た
澱
ん
だ
空
気
が
あ
る
が
、
問
題
の
資
料
群
か
ら
、
議
論
の
題
材
と
な
る
客
観
的
な
情
報
を
導
く
術
が
貧
弱
な
こ
と
も
作
用
し

て
い
る
。
と
り
わ
け
石
器
認
定
で
は
、
研
究
者
個
人
の
経
験
則
が
幅
を
効
か
せ
、
根
拠
を
明
示
し
な
い
議
論
や
感
覚
的
な
風
評
の
横
行
を
許
し

て
い
る
。

　

あ
る
「
石
」
が
人
の
手
が
加
わ
っ
た
も
の
（
石
器
）
な
の
か
、
そ
れ
と
も
自
然
礫
に
す
ぎ
な
い
の
か
。
こ
の
疑
問
に
、
対
象
資
料
そ
の
も
の

の
観
察
や
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
検
討
か
ら
答
え
る
の
が
石
器
認
定
で
あ
る
。
人
工
／
自
然
の
判
断
は
、
あ
ら
ゆ
る
材
質
の
考
古
資
料
に
お
い
て

（
無
意
識
的
に
）
下
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
石
器
研
究
で
は
し
ば
し
ば
石
器
認
定
が
物
議
を
醸
す
。
そ
の
「
石
」
を
石
器
と
認
め
る
と
、
そ

の
地
域
に
お
け
る
人
類
の
居
住
開
始
年
代
が
遡
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
で
は
、
石
器
認
定
の
確
か
ら
し
さ
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
研
究
領
域
で
し
か
け
ら
れ
た
「
噓
」
に
お
い
て
も
、
石
器
認
定
を
か
い
く
ぐ
る
方
策
に
知
略
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
た
。
な
ぜ

（
結
末
を
知
っ
て
し
ま
え
ば
お
粗
末
な
）「
噓
」
に
研
究
者
ら
は
欺
か
れ
た
の
か
。
こ
の
点
を
顧
み
る
と
、
考
古
学
的
思
考
が
陥
り
や
す
い
「
穴
」

の
輪
郭
が
見
え
て
く
る
。

　

「
噓
と
は
事
実
や
状
態
で
は
な
く
、
意
図
的
＝
恣
意
的
な
行
為
で
あ
り
、
噓
を
つ
く
こ
と
」
で
あ
る
。
間
違
っ
た
情
報
を
発
信
し
よ
う
と
い

う
「
意
図
」
が
向
け
ら
れ
た
相
手
が
い
て
、
し
ば
し
ば
そ
の
相
手
が
騙
さ
れ
「
誤
る
」。
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、「
噓
」
の
周
辺
に
は
、
な
ぜ

騙
さ
れ
た
の
か
、
誤
っ
た
の
か
を
知
る
手
が
か
り
が
散
在
し
て
い
る
は
ず
で
、
発
信
者
の
「
意
図
」
が
、
相
手
が
「
誤
る
」
過
程
を
た
ど
る
道

し
る
べ
に
な
る
。

　

私
た
ち
は
研
究
の
過
程
で
、
無
数
の
「
誤
り
」
を
犯
し
て
い
る
は
ず
だ
。
過
去
の
出
来
事
を
扱
う
性
格
上
、
言
説
の
ど
れ
が
正
し
く
、
ど
れ

①

②
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が
誤
っ
て
い
る
の
か
を
論
理
の
上
で
し
か
検
証
で
き
な
い
。
思
考
の
要
で
あ
る
「
論
理
」
に
は
未
熟
な
部
分
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
穴
」
こ

そ
が
、
私
た
ち
が
「
噓
」
に
騙
さ
れ
て
「
誤
る
」
要
因
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
旧
石
器
考
古
学
に
か
か
わ
る
捏
造
事
件
を
、
石
器
認
定
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
精
査
す
る
。
捏
造
者
の
作
為
の
所
在
と
「
噓
」
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
過
程
の
読
解
か
ら
、「
誤
り
」
を
促
す
思
考
の

「
穴
」
の
輪
郭
を
た
ど
ろ
う
。
そ
の
の
ち
、「
穴
」
の
回
避
策
を
思
案
す
る
な
か
で
、
石
器
認
定
を
め
ぐ
る
思
考
法
と
研
究
法
の
現
段
階
、
そ

し
て
展
望
を
論
じ
る
。

デ
ニ
ソ
ワ
人
等
の
先
行
人
類
や
、
早
期
拡
散
に
よ
っ
て
東
ア
ジ
ア
に
到
達
し
て

い
た
現
生
人
類
が
想
定
さ
れ
る
（Bae 2024

）。

ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
（
西
山
雄
二
訳
）
二
〇
一
七
『
噓
の
歴
史　
序
説
』
未
来

社
：
一
九
。

五
十
嵐
彰
（
二
〇
〇
三
）
も
引
き
合
い
に
出
す
よ
う
に
、
林
謙
作
（
一
九
七

一
）
の
指
摘
は
、
私
た
ち
の
現
況
を
鋭
く
言
い
当
て
て
い
る
。「
わ
れ
わ
れ
の
最

終
的
な
目
的
が
、
事
実
も
し
く
は
真
理
そ
の
も
の
の
発
見
・
追
求
に
あ
る
に
し
て

も
、
現
実
に
は
つ
ね
に
「
学
問
的
真
実
」
を
「
論
理
」
に
よ
っ
て
確
認
す
る
に
と

ど
ま
る
こ
と
は
、
考
古
学
の
み
な
ら
ず
す
べ
て
の
学
問
の
歴
史
が
し
め
す
と
こ
ろ

で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
論
理
の
操
作
・
検
証
を
わ
が
も
の
と
し
て
い

な
い
と
い
う
事
態
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
学
問
に
い
ま
だ
未
熟
な
も
の
が
含
ま
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
事
実
に
大
多
数
の
研
究
者
が
目
を
む

け
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
学
問
に
病
的
な
傾
向
が
潜
伏
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（
林
一
九
七
一
：
五-

六
）。

二　

ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
化
石
人
類
捏
造
事
件

1　

事
件
の
概
要

　

ロ
ン
ド
ン
の
南
お
よ
そ
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
サ
セ
ッ
ク
ス
州
の
の
ど
か
な
田
園
地
帯
に
あ
る
町
、
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
。
こ
の
地
の
礫
層
か
ら
、

現
生
人
類
な
み
の
大
き
さ
の
脳
頭
蓋
と
、
類
人
猿
さ
な
が
ら
の
下
顎
骨
が
発
見
さ
れ
た
。
一
九
〇
八
年
～
一
九
一
二
年
五
月
ま
で
の
こ
と
と
伝

え
ら
れ
る
。
地
元
の
事
務
弁
護
士
で
あ
り
化
石
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
ド
ー
ス
ン
が
、
砂
利
採
取
坑
か
ら
偶
然
に
頭
骨
片
を
発

見
、
大
英
自
然
史
博
物
館
の
古
生
物
学
者
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
が
復
原
案
を
作
成
し
、
一
九
一
二
年
十
二
月
に
学
会
で
披
露
さ
れ
た
。

③

①②③
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そ
の
折
、
聴
衆
か
ら
湧
き
あ
が
っ
た
疑
問
は
い
く
つ
か
あ
る
。
た
と
え
ば
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
が
示
し
た
復
原
案
の
妥
当
性
を
め
ぐ
っ
て
、
解
剖

学
者
・
人
類
学
者
と
し
て
令
名
を
馳
せ
て
い
た
、
王
立
外
科
医
学
院
附
属
ハ
ン
テ
リ
ア
ン
博
物
館
館
長
の
キ
ー
ス
が
、
厳
し
い
批
判
を
加
え
て

い
る
。
脳
頭
蓋
、
下
顎
骨
と
も
復
原
が
歪
み
を
も
ち
、
と
り
わ
け
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
が
想
像
力
を
働
か
せ
て
、
突
出
し
た
犬
歯
を
補
っ
た
こ
と
が

象
徴
的
に
批
判
さ
れ
た
（D

aw
son et al.　1913

）。
面
目
を
潰
さ
れ
た
か
た
ち
と
な
っ
た
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
は
ド
ー
ス
ン
と
と
も
に
発
掘
を
再
開
し
、

一
九
一
三
年
八
月
、
鼻
骨
や
犬
歯
を
掘
り
出
す
。
こ
の
発
見
は
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
の
雪
辱
を
果
た
し
た
か
に
見
え
た
（D

aw
son et al.　1914

）。

　

「
都
合
よ
く
」
関
節
部
を
欠
い
て
い
る
頭
蓋
骨
と
下
顎
骨
が
同
一
個
体
に
由
来
す
る
の
か
、
そ
う
で
な
い
の
か
は
公
表
当
時
か
ら
議
論
が
あ

っ
た
。
一
元
論
を
支
え
て
い
た
の
は
、
両
者
の
表
面
状
態
が
よ
く
似
て
お
り
、
ま
た
異
な
る
種
の
骨
が
せ
ま
い
発
掘
区
で
共
存
す
る
は
ず
が
な

い
と
い
う
確
率
論
で
あ
っ
た
（W

oodw
ard

　1948

）。
一
九
一
五
年
頃
、
犬
歯
と
下
顎
骨
の
年
齢
上
の
不
一
致
に
注
目
し
た
歯
科
医
、
ラ
イ
ン
の

指
摘
（Lyne

　1916

）
を
き
っ
か
け
に
、「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
の
下
顎
骨
を
類
人
猿
と
見
な
す
意
見
が
現
れ
、
前
提
で
あ
っ
た
一
元
論
へ
の
疑

い
が
再
燃
す
る
。
こ
の
疑
義
に
同
調
す
る
意
見
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
（M

iller

　1915

）、
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
か
ら
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場

所
（
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
・
パ
ー
ク
遺
跡
？
）
で
ド
ー
ス
ン
が
発
見
し
て
い
た
類
似
の
化
石
（
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
2
号
）
が
、
二
元
論
の
拡
大
を
食
い
止

め
た
（W

oodw
ard

　1917

）。
こ
の
化
石
の
公
表
前
年
（
一
九
一
六
年
）
に
、
ド
ー
ス
ン
は
病
死
し
て
い
る
。

　

北
京
原
人
や
英
国
ス
ウ
ォ
ン
ズ
カ
ム
に
お
け
る
人
類
化
石
の
発
見
が
呼
び
水
と
な
っ
て
、
一
九
三
〇
年
代
末
か
ら
一
九
四
〇
年
代
後
半
に
は
、

歯
科
医
マ
ー
ス
ト
ン
が
「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
化
石
の
二
元
論
を
展
開
す
る
（M

arston

　1937

・1950

）。
一
九
五
〇
年
頃
に
は
、
古
人
類
学
の

デ
ー
タ
と
遺
伝
学
の
理
論
を
統
合
す
る
動
き
が
顕
著
に
な
っ
て
く
る
。「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
の
古
さ
を
支
持
し
て
き
た
い
く
つ
か
の
仮
説
が

放
棄
さ
れ
、
ア
ウ
ス
ト
ラ
ロ
ピ
テ
ク
ス
等
の
見
直
し
が
は
じ
ま
っ
た
。
人
類
進
化
史
に
お
け
る
「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
の
位
置
が
疑
問
視
さ
れ

る
一
方
で
、
大
英
自
然
史
博
物
館
の
オ
ー
ク
リ
ー
に
よ
る
フ
ッ
素
年
代
測
定
の
結
果
（O

akley et al.　1950

）
が
再
び
一
元
論
を
支
持
す
る
も
の

と
受
け
取
ら
れ
、「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
は
一
段
と
「
や
っ
か
い
な
問
題
」（Stew

art
　1951

）
と
な
っ
て
き
た
。

　

こ
の
状
況
を
打
破
す
る
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
が
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ワ
イ
ナ
ー
が
発
想
し
た
「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
化
石
偽
造
説
だ

①
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っ
た
。
ワ
イ
ナ
ー
は
ク
ラ
ー
ク
や
オ
ー
ク
リ
ー
と
の
共
同
作
業
で
、
歯
が
人
為
的
に
研
磨
加
工
さ
れ
て
お
り
、
人
骨
化
石
の
み
な
ら
ず
動
物
骨

や
石
器
ま
で
も
が
着
色
さ
れ
て
い
る
の
を
確
認
し
た
。
ワ
イ
ナ
ー
ら
の
考
え
は
一
九
五
三
年
か
ら
相
次
い
で
公
表
さ
れ
た
（W

einer et al.　

1953

・1955
）。「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
化
石
は
、
現
生
人
類
の
頭
蓋
骨
と
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
下
顎
骨
に
加
工
と
着
色
を
加
え
た
偽
造
化
石
で
、

ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
の
出
土
品
は
す
べ
て
余
所
か
ら
差
し
込
ま
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
（W

einer

　1955

）。

2　
「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
化
石
の
年
代
論

　

こ
の
「
噓
」
を
企
て
た
の
は
誰
か
。
出
土
資
料
に
対
す
る
数
々
の
自
然
科
学
分
析
と
並
行
し
て
、
犯
人
捜
し
に
も
多
く
の
労
力
が
割
か
れ
た
。

ワ
イ
ナ
ー
ら
は
関
係
者
の
手
紙
や
日
記
、
著
作
の
調
査
に
加
え
、
大
勢
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
か
ら
の
聴
き
と
り
調
査
を
進
め
て
い
た
。
捏
造

発
覚
以
来
、「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
に
関
わ
っ
た
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
有
識
者
に
容
疑
が
か
け
ら
れ
て
き
た
。
近
年
で
は
、
大
英
博
物
館
が

「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
化
石
の
マ
イ
ク
ロ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
、
顕
微
鏡
観
察
や
成
分
分
析
に
取
り
組
み
、
偽
造
の
手
口
や
材
料
の

由
来
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
著
者
等
の
関
心
は
犯
人
捜
し
に
向
い
て
い
る
も
の
の
、
何
を
偽
造
す
れ
ば
当
時
の
研
究
者
を
騙
す
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
の
か
が
、
私
た
ち
の
思
考
を
省
み
る
上
で
は
重
要
で
あ
る
。

　

事
件
発
覚
後
、
キ
ー
ス
が
ワ
イ
ナ
ー
ら
を
「
化
石
の
年
代
を
知
る
術
を
発
見
し
、
生
け
る
ド
ー
ス
ン
の
魔
法
に
か
か
ら
な
か
っ
た
人
た
ち
」

と
形
容
し
た
よ
う
に
（T
obias

　1992

）、「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
を
め
ぐ
る
議
論
の
争
点
は
年
代
決
定
に
あ
っ
た
。
そ
の
拠
り
所
と
な
る
発
掘
区

の
層
序
は
、
下
位
か
ら
概
ね
次
の
通
り
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（D

aw
son et al.　1914

）。

第
5
層
：
白
亜
紀
の
タ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
ウ
ェ
ル
ズ
砂
層
（
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
層
最
上
部
）
の
未
攪
乱
層
。
フ
リ
ン
ト
を
含
有
す
る
。

第
4
層
：
淡
黄
色
の
分
級
の
よ
い
粘
土
と
砂
の
層
で
、
第
5
層
の
一
部
が
再
堆
積
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
く
風
化
し
た
フ
リ
ン
ト
亜
角

礫
を
含
む
。
フ
リ
ン
ト
礫
の
大
き
さ
は
長
さ
六
～
一
五
イ
ン
チ
程
度
、
幅
三
～
六
イ
ン
チ
程
度
で
、
上
位
層
よ
り
も
大
き
い
。
平
滑
な
面
が
上

を
む
き
、
凹
ん
だ
面
が
下
を
む
い
て
堆
積
し
て
い
る
（
上
面
は
鉄
分
が
付
着
す
る
）。
層
厚
約
八
イ
ン
チ
。

③

④
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第
3
層
：
暗
褐
色
の
礫
層
で
、
部
分
的
に
存
在
す
る
。
鉄
鉱
石
の
破
片
と
、
鉄
分
が
付
着
し
た
フ
リ
ン
ト
礫
（
円
磨
し
た
も
の
～
亜
角
礫
）
を
含

む
。
こ
の
層
に
含
ま
れ
る
礫
や
化
石
は
、
鈍
い
淡
褐
色
か
ら
光
沢
を
も
つ
青
黒
色
ま
で
多
様
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
硫
化
鉄
の
多
寡
に
よ
る
。
鮮

新
世
の
巻
貝
化
石
、
ビ
ー
ヴ
ァ
ー
の
大
臼
歯
、
そ
し
て
人
骨
を
包
含
す
る
。
下
面
は
凹
凸
に
富
む
。
層
厚
約
一
八
イ
ン
チ
。

第
2
層
：
薄
黄
色
の
砂
質
ロ
ー
ム
層
で
、
黒
褐
色
の
レ
ン
ズ
状
の
斑
紋
を
と
も
な
う
。
鉄
鉱
石
と
フ
リ
ン
ト
亜
角
礫
、
円
磨
し
た
フ
リ
ン
ト
礫

を
含
む
。
フ
リ
ン
ト
礫
は
鉄
分
が
付
着
し
て
お
り
、
淡
黄
色
の
も
の
が
多
い
が
黒
色
の
斑
紋
を
と
も
な
う
も
の
も
あ
る
。
層
厚
約
二
フ
ィ
ー
ト

六
イ
ン
チ
。

第
1
層
：
表
土
。
下
層
に
由
来
す
る
、
鉄
分
が
付
着
し
た
フ
リ
ン
ト
礫
や
破
片
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
の
フ
リ
ン
ト
製
石
器
、
土
器
を
含
む
。
層
厚

約
一
フ
ィ
ー
ト
。

　

「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
の
発
見
が
公
表
さ
れ
た
頃
、
そ
の
年
代
評
価
は
「
鮮
新
世
派
」
と
「
更
新
世
派
」
に
二
分
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
後

述
す
る
フ
リ
ン
ト
製
資
料
の
評
価
と
も
関
連
す
る
が
、
当
初
は
礫
層
か
ら
出
土
す
る
動
物
骨
を
め
ぐ
る
認
識
に
端
を
発
し
て
い
た
。
キ
ー
ス
ら

は
、
礫
層
か
ら
出
土
し
た
鮮
新
世
の
哺
乳
類
化
石
が
「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
化
石
の
年
代
を
示
す
と
見
な
す
（K

eith

　1914

）。
一
方
、
ウ
ッ
ド

ワ
ー
ド
の
師
で
あ
っ
た
地
質
学
者
ド
ー
キ
ン
ズ
は
、
こ
れ
ら
鮮
新
世
化
石
が
摩
滅
し
て
お
り
、
原
位
置
性
が
乏
し
い
こ
と
を
見
逃
さ
な
い
。
と

も
に
あ
る
更
新
世
前
期
の
化
石
こ
そ
年
代
指
標
で
あ
る
と
考
え
、
ド
ー
ス
ン
も
そ
れ
を
支
持
し
て
い
た
（D

aw
son et al.　1914

）。
そ
れ
ぞ
れ
の

動
物
骨
の
年
代
観
は
、
後
年
、
オ
ー
ク
リ
ー
の
フ
ッ
素
年
代
測
定
法
を
経
て
も
変
わ
ら
ず
、
年
代
の
引
き
出
し
と
し
て
作
用
し
続
け
た
。

　

年
代
論
の
争
点
は
化
石
の
出
土
状
態
（
二
次
堆
積
や
後
世
の
掘
り
込
み
の
存
否
）
に
あ
っ
た
が
、
発
掘
区
に
立
ち
返
っ
て
堆
積
物
の
状
態
が
再

検
討
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
あ
く
ま
で
い
く
つ
か
の
年
代
指
標
資
料
の
操
作
と
解
釈
が
、「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
化
石
の
年
代
観
を
支
え
て
い

た
。
そ
の
年
代
指
標
資
料
の
な
か
で
、
先
史
学
の
研
究
蓄
積
に
相
応
し
た
信
頼
性
を
も
っ
て
あ
つ
か
わ
れ
た
の
が
、
石
製
資
料
で
あ
る
。
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3　

前
史
と
し
て
の
第
三
紀
人
類
論
争
と
石
器
認
定

　

人
類
の
歴
史
は
ど
こ
ま
で
遡
る
か
。
一
八
六
〇
年
頃
、
プ
レ
ス
ト
ウ
ィ
ッ
チ
ら
が
人
類
化
石
と
絶
滅
動
物
化
石
と
の
共
伴
事
例
を
再
検
討
し
、

聖
書
の
年
代
記
に
は
収
ま
ら
な
い
古
い
時
代
に
、
両
者
が
共
存
し
て
い
た
と
い
う
認
識
が
勃
興
し
て
き
た
（Prestw

ich

　1859

・1861

）。
人
類

の
起
源
を
知
る
た
め
、
人
類
化
石
や
文
化
遺
物
の
相
対
年
代
を
ど
う
や
っ
て
把
握
す
る
か
。
こ
れ
が
一
八
六
〇
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
科
学
界

の
主
な
関
心
事
と
な
っ
た
。

　

こ
の
頃
、
更
新
世
の
研
究
に
利
用
で
き
る
人
類
化
石
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
し
か
な
く
、
地
質
学
的
由
来
が
不
明
瞭
な
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
。
当

時
、
こ
れ
ら
更
新
世
人
骨
は
、
解
剖
学
的
見
地
か
ら
は
現
生
人
類
と
区
別
で
き
ず
、
旧
石
器
時
代
に
住
ん
で
い
た
「
原
始
的
な
人
種
」
の
標
本

に
す
ぎ
な
い
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
ハ
ク
ス
リ
ー
は
「
高
位
礫
層
」
か
ら
発
見
さ
れ
た
遺
物
（
シ
ェ
レ
ア
ン
や
前
期
ア
シ
ュ
ー
リ
ア
ン
）
を
根
拠

に
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
誕
生
が
第
三
紀
に
遡
る
可
能
性
さ
え
考
え
て
い
る
（H

uxley

　1863

）。
こ
れ
を
後
押
し
す
る
よ
う
に
、
一
八
六
〇

年
代
を
通
し
て
、
第
三
紀
の
堆
積
物
か
ら
人
類
の
痕
跡
を
発
見
し
た
と
い
う
報
告
が
相
次
ぐ
。
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
た
の
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
神

父
が
第
2
回
国
際
人
類
学
・
先
史
考
古
学
会
議
で
披
露
し
た
石
器
様
資
料
で
あ
る
（Bourgeois

　1868

）。
彼
は
中
新
世
堆
積
物
の
基
底
部
か
ら

採
取
し
た
フ
リ
ン
ト
片
を
丹
念
に
観
察
し
て
、
わ
ず
か
な
二
次
加
工
と
形
態
学
的
パ
タ
ー
ン
を
認
識
し
、「
人
類
の
曙
光
」
を
見
い
だ
し
た
。

　

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
「
石
器
」
に
対
す
る
反
応
は
様
々
で
、
一
八
七
二
年
の
第
6
回
会
議
で
は
、
彼
の
要
請
で
十
五
名
か
ら
な
る
委
員
会
に
よ
る

検
討
と
投
票
が
行
わ
れ
て
い
る
。
全
員
一
致
で
は
な
か
っ
た
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
へ
の
支
持
票
が
多
数
を
占
め
た
。
支
持
者
の
一
人
で
あ
る
モ
ル

テ
ィ
エ
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
資
料
の
一
部
に
未
熟
さ
を
認
め
、
こ
れ
を
古
さ
の
指
標
で
あ
る
と
理
解
し
た
。
人
類
の
物
質
文
化
は
生
物
学
的
進

化
を
映
す
鏡
で
あ
る
と
考
え
、
第
三
紀
に
遡
る
こ
の
粗
雑
な
「
石
器
」
を
、
ヒ
ト
と
類
人
猿
の
中
間
に
位
置
す
る
移
行
的
な
生
物
の
所
産
と
見

な
す
。
そ
し
て
そ
の
生
物
の
原
始
的
な
文
化
と
時
代
を
呼
ぶ
た
め
「
エ
オ
リ
シ
ッ
ク
（Eolithique

）」
あ
る
い
は
「
曙
石
器
時
代
（D

aw
n 

Stone A
ge

）」
と
い
う
用
語
を
案
出
し
た
（M

ortillet

　1873b

）。
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一
八
八
八
年
頃
、
石
器
収
集
家
ハ
リ
ス
ン
が
ア
イ
タ
ム
の
チ
ョ
ー
ク
高
原
の
高
位
礫
層
か
ら
採
取
し
た
フ
リ
ン
ト
製
資
料
群
が
、
隠
居
生
活

に
入
っ
て
い
た
プ
レ
ス
ト
ウ
ィ
ッ
チ
の
目
に
と
ま
る
。
標
高
三
百
フ
ィ
ー
ト
以
下
の
堆
積
物
を
更
新
世
末
以
降
の
も
の
、
標
高
四
百
フ
ィ
ー
ト

以
上
の
堆
積
物
を
第
三
紀
～
更
新
世
初
期
の
も
の
と
認
識
し
た
。
こ
の
区
分
に
、
ハ
リ
ス
ン
の
採
集
資
料
を
当
て
は
め
た
結
果
、
磨
製
石
器

（
新
石
器
）
と
打
製
石
器
（
旧
石
器
）
と
が
混
在
す
る
「
丘
陵
ド
リ
フ
ト
石
器
群
」
と
、「
褐
色
ま
た
は
黄
土
色
の
色
調
と
、
粗
な
形
と
、
摩
滅

し
た
印
象
」
を
特
徴
と
す
る
「
高
原
石
器
群
」
を
設
定
し
た
。
こ
の
編
年
の
妥
当
性
は
概
ね
認
め
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
（Prestw

ich

　1889

）。

　

一
八
九
四
年
か
ら
ハ
リ
ス
ン
の
指
揮
下
で
始
ま
っ
た
発
掘
で
は
、
ロ
ー
ム
質
土
層
の
下
位
の
砂
利
層
か
ら
「
粗
石
器
」
が
出
土
し

（H
arrison

　1865

）、
高
原
石
器
群
の
地
質
学
的
な
出
処
が
確
認
さ
れ
た
。
リ
ュ
ト
ー
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
や
フ
ラ
ン
ス
の
各
地
か
ら
出
土
し
た

資
料
を
も
と
に
、
鮮
新
世
か
ら
シ
ェ
レ
ア
ン
の
出
現
ま
で
の
曙
石
器
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
を
発
表
し
、
最
終
段
階
の
メ
ス
ヴ
ィ
ニ
ア
ン
が
ハ
リ
ス

ン
の
「
高
原
石
器
群
」
に
対
応
す
る
と
考
え
た
。
こ
れ
ら
「
曙
石
器
」
の
支
持
者
が
増
え
る
一
方
で
、
人
為
性
を
疑
問
視
す
る
声
は
や
ま
ず
、

特
に
ブ
ー
ル
の
攻
撃
は
曙
石
器
支
持
者
に
は
痛
恨
の
一
撃
で
あ
っ
た
。
ブ
ー
ル
は
セ
メ
ン
ト
工
場
の
ミ
キ
シ
ン
グ
・
タ
ン
ク
の
破
砕
フ
リ
ン
ト

に
曙
石
器
様
の
も
の
を
認
め
、
曙
石
器
の
大
部
分
は
営
力
に
よ
っ
て
生
じ
た
自
然
物
と
主
張
し
た
（Boule

　1905

）。

　

反
対
派
へ
の
巻
き
返
し
と
な
っ
た
の
が
、
イ
ー
ス
ト
・
ア
ン
グ
リ
ア
か
ら
発
信
さ
れ
た
モ
イ
ア
の
研
究
で
あ
る
。
モ
イ
ア
は
、
鮮
新
世
後
期

～
更
新
世
前
期
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
レ
ッ
ド
ク
ラ
ッ
グ
（
赤
色
介
砂
層
）
堆
積
物
よ
り
下
位
か
ら
打
製
の
「
石
器
」
を
多
数
発
見
し
、
ラ
ン
ケ

ス
タ
ー
が
「
鮮
新
世
に
お
け
る
熟
練
フ
リ
ン
ト
加
工
者
の
存
在
を
証
明
す
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
石
器
」
と
し
て
「
ロ
ス
ト
ロ
・
キ
ャ
リ
ネ
イ
ト

（
嘴
状
石
器
）」
を
抽
出
し
た
（M

oir

　1912

）。
さ
ら
に
一
九
一
一
年
末
に
は
、
ロ
ス
ト
ロ
・
キ
ャ
リ
ネ
イ
ト
の
発
見
地
点
で
、
レ
ッ
ド
ク
ラ
ッ

グ
層
の
直
上
か
ら
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
化
石
が
発
見
さ
れ
た
。
ラ
ン
ケ
ス
タ
ー
は
こ
の
イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
人
骨
を
ロ
ス
ト
ロ
・
キ
ャ
リ
ネ

イ
ト
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
の
荷
担
者
と
見
な
し
た
が
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
起
源
が
鮮
新
世
に
ま
で
遡
る
と
い
う
異
説
に
、
英
国
人
類
学
界

は
騒
然
と
し
て
い
た
。
当
時
の
考
古
資
料
と
そ
の
年
代
観
は
表
1
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
、「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」

化
石
が
登
場
す
る
わ
け
で
あ
る
。
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4　

ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
の
石
器
編
年

　

「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
が
現
れ
る
脈
絡
か
ら
し
て
も
、
そ
の
年
代
評
価
が
共
伴
し
た
石
器
の
評
価
に
依
存
す
る
の
は
必
然
で
あ
る
。
ピ
ル
ト

ダ
ウ
ン
の
礫
層
か
ら
出
土
し
た
と
さ
れ
る
フ
リ
ン
ト
製
資
料
に
は
着
色
が
さ
れ
て
い
た
わ
け
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
も
捏
造
者
に
よ
っ
て
、
ど
こ
か

か
ら
持
ち
こ
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
図
1
に
、
主
だ
っ
た
「
遺
物
」
と
（
主
張
さ
れ
た
）
層
序
学
的
位
置
を
整
理
す
る
。

　

一
九
一
三
年
報
告
（D

aw
son et al.　1913

）
で
は
、
出
土
層
序
が
明
確
な
い
し
は
類
推
可
能
な
「
旧
石
器
」
と
し
て
、
三
点
図
示
さ
れ
て
い

る
。
Ｅ
6
0
5
お
よ
び
Ｅ
6
0
7
は
「
砂
利
」
中
、
す
な
わ
ち
排
土
か
ら
の
発
見
で
、
第
3
層
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。
Ｅ
6
0
6
は
第

2
層
中
部
か
ら
の
出
土
で
、
シ
ャ
ル
ダ
ン
が
発
見
し
た
と
さ
れ
る
。
同
報
告
に
は
、
図
1
の
エ
オ
リ
ス
も
図
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ド
ー
ス
ン
の
記
述
か
ら
は
、
Ｅ
6
0
5
と
Ｅ
6
0
7
を
Ｅ
6
0
6
よ
り
も
先
行
す
る
時
期
の
も
の
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
の
上
で
、
両
者
に
「
シ
ェ
レ
ア
ン
な
い
し
は
プ
レ
・
シ
ェ
レ
ア
ン
の
石
器
に
類
似
し
た
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
」
と
理
解
し
て
い
た
。
ハ
ン

ド
ア
ッ
ク
ス
様
の
Ｅ
6
0
6
は
何
者
か
に
よ
っ
て
剝
離
整
形
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
Ｅ
6
0
5
・
Ｅ
6
0
7
か
ら
Ｅ
6
0
6
へ
の
変
遷
が
「
意

図
」
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
。
し
か
し
通
常
、
シ
ェ
レ
ア
ン
の
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
は
両
面
加
工
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
れ
ら

ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
の
「
旧
石
器
」
は
片
面
加
工
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
捏
造
者
は
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
の
「
旧
石
器
」
を
シ
ェ
レ
ア
ン
と
そ
れ
以
前
と

の
架
け
橋
と
し
て
用
意
し
た
と
理
解
さ
れ
る
。
さ
ら
に
エ
オ
リ
ス
は
、
出
土
層
位
こ
そ
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
ド
リ
ル
状
、
凹
刃
削
器
状
な
ど
、

ハ
リ
ス
ン
の
「
高
原
石
器
」
に
見
ら
れ
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
網
羅
す
る
。
さ
ら
に
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
礫
層
の
エ
オ
リ
ス
は
、
鉄
分
が
著
し
く
付

着
し
、
摩
滅
し
た
グ
ル
ー
プ
と
、
鉄
分
の
付
着
が
少
な
く
、
摩
滅
し
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ
と
に
二
分
さ
れ
、
両
者
に
エ
オ
リ
ス
の
各
形
態
が
含

ま
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
一
三
年
報
告
時
点
で
は
、
エ
オ
リ
ス
→
Ｅ
6
0
5
・
Ｅ
6
0
7
→
Ｅ
6
0
6
→
シ
ェ
レ
ア
ン
へ
の
変
遷
を
示
唆

し
て
い
る
、
と
推
定
さ
れ
る
。「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
化
石
は
摩
滅
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
エ
オ
リ
ス
の
一
部
が
「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
と

結
び
つ
け
て
理
解
さ
れ
た
。

⑧
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層位不明1

2

3

4

5

摩滅したもの

摩滅していないもの

E606

E614

E615

E650

E605
E607

E612 E685

第 4層

第 3層上部

第 3層最下部

第 2層

エオリス
（層位不明）

層位不明

E613

5cm（石器）

10cm（骨器：E615）

1

2

3

4

5

図 1 　ピルトダウンの層序と「人工品」の帰属
（Dawson and Woodward (1913)・(1914), Lankester (1912), Woodward (1948)をもとに作成）

表 1 　第 1 次世界大戦直前の旧石器文化と地質層序の認識（Mcnabb (2006)をもとに作成）
文化組列
フランス
ベルギー

ブリテン島

サン・タシュール

シェル

ストレピ

ケント台地

メスヴィン
マッフル
ロイテル

標識遺物とその解釈 イーストアングリア
海岸の層序

未加工の自然の石塊

イーストアングリアやサフォーク、
ノーフォークで露出する氷河層

更新世

鮮新世

ベルギーのエオリス
（リュトーによる）

洪積段丘にともなう旧石器

ロストロ・キャリネイト
（モイアとランケスターによる）

エオリス（ハリスンと
プレストウィッチによる）

森林層を覆うチョーク質氷成粘土

細かく整形された、
アーモンド形や卵形
のハンドアックス

粗く整形された、平坦で
アーモンド形や滴水形の
ハンドアックス

先端を剝離で作出された
石器（しばしば縦長）

加工されていることもある
板状のフリント

クローマーの森林層
ノーウィッチのレッドクラッグ

コーラリンクラッグ

年代観
（Lankester (1912)）

プ
レ
・
シ
ェ
レ
ア
ン
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続
い
て
一
九
一
四
年
報
告
（D

aw
son et al.　1914

）
に
示
さ
れ
た
Ｅ
6
1
3
と
Ｅ
6
1
4
は
、「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
化
石
と
同
じ
く
第
3
層

最
下
部
の
出
土
と
さ
れ
て
い
る
。
ド
ー
ス
ン
は
Ｅ
6
1
4
が
、
旧
石
器
的
な
（
三
角
形
の
）
形
状
と
、
エ
オ
リ
ス
的
な
縁
辺
加
工
を
あ
わ
せ
も

つ
と
記
載
し
て
い
る
。
同
時
に
、
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
が
排
土
中
か
ら
発
見
し
た
と
い
う
「
旧
石
器
」
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
Ｅ
6
1
2

だ
ろ
う
（W

oodw
ard

　1948

）。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
一
九
一
三
年
一
〇
月
初
旬
、
ド
ー
ス
ン
が
ラ
ン
ケ
ス
タ
ー
や
ウ
ィ
レ
ッ
ト
を
と
も
な
っ
て

発
掘
区
を
訪
れ
た
際
に
、
隣
地
の
畑
で
Ｅ
6
8
5
が
採
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
こ
の
資
料
の
公
表
は
一
九
二
一
年
に
ま
で
ず
れ

込
ん
だ
が
、
ラ
ン
ケ
ス
タ
ー
は
こ
れ
を
ロ
ス
ト
ロ
・
キ
ャ
リ
ネ
イ
ト
か
ら
ム
ス
テ
リ
ア
ン
へ
の
移
行
的
な
石
器
と
考
え
、
一
九
一
三
年
報
告
に

示
さ
れ
た
三
点
の
「
旧
石
器
」
と
同
時
期
と
見
な
し
て
い
た
（Lankester

　1921

）。

　

転
じ
て
、
一
九
一
五
年
二
月
ま
で
に
は
、
ド
ー
ス
ン
は
エ
オ
リ
ス
を
議
論
か
ら
閉
め
出
そ
う
と
決
意
し
、
エ
オ
リ
ス
の
人
為
性
を
否
定
す
る

よ
う
に
な
る
。
論
拠
と
な
っ
た
の
は
ウ
ォ
レ
ン
の
研
究
で
（W

arren

　1914

）、
人
為
的
な
剝
離
と
自
然
の
割
れ
と
の
区
別
の
難
し
さ
、
エ
オ
リ

ス
の
道
具
と
し
て
の
不
審
な
点
に
関
す
る
明
晰
な
説
明
が
、
ド
ー
ス
ン
に
「
損
切
り
」
を
決
意
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
一
四
年
六
月
に

発
見
さ
れ
た
棒
状
骨
器
（
Ｅ
6
1
5
）
は
、
旧
石
器
時
代
の
前
に
木
器
や
骨
器
の
時
代
が
あ
っ
た
と
考
え
る
ウ
ォ
レ
ン
の
予
察
に
し
た
が
っ
た

も
の
だ
ろ
う
。
骨
器
に
黄
色
の
砂
質
粘
土
が
付
着
し
て
い
た
こ
と
が
た
び
た
び
強
調
さ
れ
て
い
る
が
（D

aw
son et al.　1915, W

oodw
ard

　1948

）、

こ
れ
は
骨
器
が
、
第
4
層
に
由
来
す
る
と
証
拠
づ
け
る
た
め
で
あ
る
。
骨
器
を
加
え
る
こ
と
で
、
有
機
質
道
具
の
時
代
（
第
4
層
）
→
粗
雑
な

石
器
と
「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
の
時
代
（
第
3
層
最
下
部
）
→
古
い
旧
石
器
（
第
3
層
中
～
上
部
）
→
新
し
い
旧
石
器
（
第
2
層
）
→
シ
ェ
レ
ア
ン

へ
の
変
遷
を
具
現
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
物
質
文
化
の
「
創
造
」
は
、
当
時
の
学
術
的
動
向
、
と
り
わ
け
有
力
視
さ
れ
て
い
た
理
論
的
予
察
を
証
明
す
る
、
あ
る
い
は
ミ
ッ
シ

ン
グ
リ
ン
ク
を
埋
め
る
ピ
ー
ス
と
し
て
、「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
化
石
お
よ
び
関
連
す
る
資
料
を
位
置
づ
け
る
役
割
を
果
た
し
た
。
人
類
の
形

態
変
遷
や
動
物
骨
が
示
唆
す
る
地
質
年
代
の
み
な
ら
ず
、
物
質
文
化
の
型
式
学
と
層
序
学
に
よ
る
裏
づ
け
を
与
え
る
上
で
、
フ
リ
ン
ト
製
石
器

が
用
意
さ
れ
た
。
そ
の
巧
み
な
「
噓
」
に
、
当
時
の
研
究
者
ら
は
欺
か
れ
た
の
で
あ
る
。
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犬
歯
を
発
見
し
た
の
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
司
祭
で
古
生
物
学
者
で
も
あ
っ
た
シ

ャ
ル
ダ
ン
で
あ
る
。
ド
ー
ス
ン
の
要
請
で
短
期
間
、
発
掘
調
査
に
加
わ
っ
て
い
た
。

ド
ー
ス
ン
の
死
後
も
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
が
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
で
発
掘
を
続
け
た
が
、

新
た
な
発
見
が
報
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ワ
イ
ナ
ー
（W

einer

　1955

）
が
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
一
連
の
捏
造
は
、

ド
ー
ス
ン
が
問
題
の
礫
層
を
重
要
視
し
、
そ
の
調
査
に
傾
倒
し
て
い
く
こ
と
で
成

り
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
二
つ
の
遺
跡
地
の
状
況
に
明
る
く
、
そ
れ
ら
の
場
所
に

怪
し
ま
れ
ず
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
、
発
掘
作
業
の
進
捗
や
現
場
で
の
問
題
意

識
に
も
精
通
し
た
人
物
で
な
け
れ
ば
、
偽
造
品
を
仕
掛
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ワ
イ
ナ
ー
は
、
ド
ー
ス
ン
が
事
件
に
関
わ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
し
つ
つ
、

と
り
わ
け
形
質
人
類
学
に
関
す
る
専
門
知
識
を
備
え
た
共
犯
者
が
い
た
可
能
性
も

考
え
て
い
た
。

ラ
ン
ガ
ム
と
彼
の
遺
稿
を
受
け
継
い
だ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
徹
底
的
な
調
査
は
、
こ

の
事
件
に
つ
い
て
の
も
っ
と
も
体
系
的
な
著
作
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

（Spencer

　1990a

・b

）。
ス
ペ
ン
サ
ー
ら
は
、
ド
ー
ス
ン
と
キ
ー
ス
が
共
謀
し

て
事
件
を
企
て
た
と
結
論
づ
け
る
。
二
人
が
知
り
合
っ
た
時
期
や
キ
ー
ス
が
ピ
ル

ト
ダ
ウ
ン
の
現
地
を
訪
問
し
た
時
期
に
つ
い
て
、
当
人
ら
の
証
言
と
残
さ
れ
た
記

録
や
状
況
証
拠
に
齟
齬
や
不
審
な
点
が
あ
り
、
キ
ー
ス
は
「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」

の
発
見
が
公
表
さ
れ
る
よ
り
前
に
詳
細
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
調
査
で
は
、
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
1
号
か
ら
2
号
ま
で
、
す
べ
て
の
偽
造
品
に

一
貫
し
た
手
口
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
事
件
は
ド
ー
ス
ン
単
独
の
犯
行
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（D

e Groote et al.　2016

）。
た
だ
し
、
ラ
ン
ガ
ム
や

ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
キ
ー
ス
と
ド
ー
ス
ン
が
「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
の
公
表
（
一
九

一
二
年
一
二
月
）
以
前
に
知
り
合
っ
て
い
た
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、

キ
ー
ス
と
ド
ー
ス
ン
の
共
謀
説
は
否
定
さ
れ
な
い
。
犯
人
探
し
の
論
点
は
今
や
、

ド
ー
ス
ン
単
独
で
の
犯
行
は
可
能
か
ど
う
か
、
に
絞
ら
れ
て
い
る
。

プ
レ
ス
ト
ウ
ィ
ッ
チ
は
西
北
フ
ラ
ン
ス
と
東
南
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
河
川
堆
積
物

を
調
べ
、
礫
層
の
標
高
が
相
対
年
代
と
比
例
す
る
可
能
性
を
考
え
た
（Prestw

ich

　

1863

）。
段
丘
編
年
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
現
河
床
か
ら
約
五
〇
～
一
〇
〇
フ

ィ
ー
ト
上
に
あ
る
「
高
位
礫
層
」、
約
三
〇
フ
ィ
ー
ト
上
に
あ
る
「
中
位
礫
層
」、

よ
り
下
位
の
「
低
位
河
岸
礫
層
」
や
「
沖
積
層
」
を
認
識
し
、
気
候
変
動
と
イ
ギ

リ
ス
海
峡
の
広
狭
を
論
じ
た
。
同
じ
頃
、
ラ
ル
テ
ー
や
ガ
リ
グ
ー
が
動
物
相
を
時

間
指
標
に
採
用
し
て
い
る
。
一
方
、
ラ
ボ
ッ
ク
に
よ
る
石
器
時
代
の
二
大
別
を
受

け
て
、
モ
ル
テ
ィ
エ
が
石
器
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
編
年
に
よ
っ
て
「
旧
石
器
時
代
」

の
解
像
度
を
高
め
て
い
く
（Lubbock

　1865, M
ortillet

　1873a

）。
一
八
七
〇

年
代
後
半
に
、
ギ
ー
キ
ー
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
大
氷
河
時
代
」
が
四
回
の
氷
期
と

三
回
の
間
氷
期
か
ら
な
る
と
い
う
大
要
を
把
握
す
る
。
こ
れ
が
大
枠
と
な
っ
て
、

氷
河
、
段
丘
、
動
物
相
、
人
類
文
化
は
、
大
系
だ
っ
た
相
対
編
年
と
し
て
集
合
す

る
に
至
っ
た
（Geikie

　1877

）。
旧
石
器
考
古
学
の
黎
明
か
ら
わ
ず
か
一
〇
年
あ

ま
り
で
、
今
日
に
も
通
じ
る
相
対
年
代
決
定
法
が
勢
揃
い
し
て
い
る
様
を
確
認
で

き
る
。

一
八
六
〇
年
代
の
半
ば
に
知
ら
れ
て
い
た
資
料
に
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ア
ン
ジ
ー

で
一
八
三
三
年
に
発
見
さ
れ
た
更
新
世
後
期
の
人
骨
、
一
八
四
八
年
に
発
見
さ
れ
、

一
八
六
五
年
に
よ
う
や
く
記
載
さ
れ
た
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
人
骨
、
そ
し
て
一
八
五
六

年
に
ネ
ア
ン
デ
ル
渓
谷
で
発
見
さ
れ
た
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
骨
が
含
ま
れ
て
い

た
。エ

ド
マ
ン
ズ
ら
の
地
質
調
査
で
は
、
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
周
辺
の
段
丘
礫
層
に
は
フ

リ
ン
ト
が
包
含
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
ド
ー
ス
ン
が
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
に
関

心
を
持
ち
始
め
た
契
機
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
裏
づ
け
て
い
る
（Edm

unds

　

1935

）。
一
方
で
、
一
九
五
〇
年
に
実
施
さ
れ
た
ド
ー
ス
ン
ら
の
発
掘
区
に
隣
接

す
る
場
所
の
発
掘
調
査
で
は
、
礫
層
中
か
ら
は
旧
石
器
や
エ
オ
リ
ス
ら
し
き
も
の

は
見
い
だ
さ
れ
て
い
な
い
（Edm

unds

　1950

）。

①②③④⑤

⑥⑦⑧
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三　

日
本
旧
石
器
考
古
学
に
お
け
る
「
噓
」
と
「
誤
り
」

1　

思
考
の
「
穴
」

　

「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
事
件
は
、
日
本
考
古
学
に
と
っ
て
対
岸
の
火
事
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
一
〇
〇
年
以
上
前
の
、
考
古
学
が
未
成
熟
だ

っ
た
頃
に
起
こ
っ
た
悲
劇
だ
ろ
う
か
。
考
古
学
は
す
で
に
「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
事
件
を
乗
り
こ
え
て
い
て
、
も
は
や
事
件
は
過
去
の
寓
話
に

す
ぎ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
事
件
が
示
唆
す
る
の
は
、
考
古
学
に
お
け
る
思
考
の
特
徴
と
、
そ
の
「
穴
」
の
存
在
で
あ
る
。
特
定
テ
ー
マ
の
研
究

史
を
追
う
と
、
一
見
、
何
ら
か
の
発
見
が
あ
っ
て
、
そ
の
理
解
や
評
価
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、

研
究
の
黎
明
期
を
除
い
て
、
思
考
の
順
序
は
し
ば
し
ば
逆
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
既
知
の
資
料
や
そ
れ
に
依
拠
し
て
形
作
ら
れ
た
既
存
の
学
説

や
時
代
観
、
編
年
観
が
あ
り
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
未
発
見
の
も
の
が
欠
落
し
た
ピ
ー
ス
と
し
て
予
測
さ
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
新
た

な
資
料
が
見
い
だ
さ
れ
た
際
、
既
往
の
議
論
が
想
定
す
る
空
席
と
そ
こ
に
座
る
べ
き
資
料
の
姿
が
自
覚
さ
れ
る
。
こ
れ
は
資
料
・
デ
ー
タ
蓄
積

型
の
研
究
分
野
で
あ
る
考
古
学
が
も
つ
考
え
方
の
特
徴
で
あ
り
、
編
年
研
究
に
顕
著
に
現
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
な
か
で
の
論
理
の
徹
底
に
こ
そ
、

科
学
と
し
て
の
考
古
学
の
根
幹
と
矜
持
が
あ
る
。
反
面
、
こ
の
部
分
に
こ
そ
私
た
ち
の
思
考
の
「
穴
」
が
潜
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

2　

比
較
研
究
の
危
う
さ

　

日
本
列
島
の
約
四
万
年
前
以
前
を
探
る
試
み
は
と
か
く
、「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
事
件
と
同
じ
「
穴
」
の
縁
で
逡
巡
し
て
い
る
。
例
と
し
て

「
金
木
の
偽
石
器
」
を
取
り
あ
げ
よ
う
。
一
九
五
〇
年
代
に
藤
枝
溜
池
（
青
森
県
五
所
川
原
市
金
木
町
）
周
辺
で
採
取
さ
れ
た
石
器
様
資
料
が
、

き
わ
め
て
古
い
石
器
と
し
て
認
識
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
、
一
連
の
騒
動
で
あ
る
。
発
掘
調
査
が
進
む
な
か
で
調
査
団
長
の
杉
原
荘
介
自
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身
に
よ
っ
て
、
自
然
破
砕
礫
の
誤
認
と
結
論
づ
け
ら
れ
、「
金
木
の
偽
石
器
」
は
実
態
が
不
明
な
ま
ま
に
学
史
上
の
寓
話
と
な
っ
た
。

　

す
で
に
詳
述
し
た
よ
う
に
（
上
峯
ほ
か　
二
〇
一
六
）、「
金
木
の
偽
石
器
」
は
良
質
な
頁
岩
帯
が
断
層
活
動
に
よ
っ
て
破
砕
し
た
の
ち
、
扇
状

地
形
成
に
と
も
な
う
土
砂
移
動
に
際
し
て
縁
辺
を
損
傷
し
た
石
片
群
に
由
来
す
る
。
こ
れ
ら
が
溜
池
周
辺
で
露
出
す
る
に
お
よ
ん
で
、
古
相
の

旧
石
器
に
類
似
し
た
資
料
が
選
択
さ
れ
た
結
果
、
作
り
出
さ
れ
た
資
料
体
で
あ
る
。
杉
原
（
一
九
五
二
）
は
金
木
資
料
をClacton flake

に
特

徴
づ
け
ら
れ
る
剝
片
石
器
文
化
と
評
価
し
て
い
た
が
、
松
本
彦
七
郎
は
、
旧
石
器
と
は
そ
も
そ
も
大
形
の
も
の
だ
と
考
え
、
金
木
資
料
か
ら
石

核
様
の
資
料
ば
か
り
を
取
り
あ
げ
て
い
る
（M

atsum
oto et al.　1964

）。
海
外
の
石
器
文
化
に
関
す
る
無
知
が
判
断
を
誤
ら
せ
た
の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
そ
れ
ら
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
日
本
列
島
の
同
時
代
遺
物
を
仮
想
的
に
作
り
あ
げ
て
し
ま
っ
た
。
考
古
学
的
知
識
や
研

究
展
望
が
フ
ィ
ル
タ
ー
の
よ
う
に
働
い
て
、
資
料
の
見
え
方
に
影
響
し
た
の
で
あ
る
。

　

「
金
木
の
偽
石
器
」
に
「
噓
」
は
な
く
、
た
だ
「
誤
り
」
が
あ
る
。
し
か
し
「
噓
」
に
ま
み
れ
た
旧
石
器
遺
跡
発
掘
捏
造
事
件
に
お
い
て
も
、

当
時
の
研
究
者
ら
が
ミ
ス
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
く
過
程
に
は
、「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
事
件
や
「
金
木
の
偽
石
器
」
と
似
通
っ
た
構
造
が
あ
る
。

角
張
淳
一
（
二
〇
一
〇
）
が
詳
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
座
散
乱
木
か
ら
馬
場
壇
Ａ
に
い
た
る
初
期
の
捏
造
は
、
岡
村
道
雄
（
一
九
七
六
ａ
・
ｂ
）

の
編
年
観
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
。
岡
村
編
年
は
、
一
九
七
三
年
ま
で
に
芹
沢
長
介
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
「
斜
軸
尖
頭
器
」
に
注
目
し
、
日

本
各
地
の
関
連
石
器
群
を
渉
猟
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
を
型
式
学
に
よ
っ
て
再
構
成
す
る
（
岡
村　
一
九
七
六
ａ
）。
さ
ら
に
中
国
と
朝
鮮
半
島
の
石

器
群
を
、
使
用
石
材
、
石
器
形
態
、
剝
片
生
産
技
術
の
組
み
合
わ
せ
と
変
遷
に
依
拠
し
て
、
理
論
的
に
編
年
づ
け
る
（
岡
村　
一
九
七
六
ｂ
）。
こ

れ
ら
の
仕
事
で
構
築
さ
れ
た
編
年
は
、
一
九
七
六
年
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
た
中
部
ロ
ー
ム
上
半
の
石
器
群
を
後
期
旧
石
器
の
始
原
と
考
え
、
中

部
ロ
ー
ム
下
半
の
斜
軸
尖
頭
器
石
器
群
を
そ
の
前
段
階
に
お
く
。
そ
し
て
斜
軸
尖
頭
器
の
発
生
段
階
と
し
て
、
早
水
台
遺
跡
（
大
分
県
日
出

町
）
を
位
置
づ
け
る
。
こ
の
変
遷
と
年
代
観
が
そ
の
ま
ま
、
座
散
乱
木
と
馬
場
壇
Ａ
の
捏
造
資
料
が
演
出
し
た
「
層
位
的
所
見
」
に
よ
っ
て
、

裏
づ
け
ら
れ
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。
東
北
地
方
の
縄
文
石
器
に
通
暁
し
て
い
た
岡
村
を
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
用
い
た
遺
跡
捏
造
を
看
破
で

き
な
か
っ
た
要
因
は
、
一
連
の
発
見
を
自
ら
の
理
論
的
な
編
年
が
実
証
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
体
感
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

①
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3　
「
旧
石
器
時
代
の
石
鏃
」

　

既
存
の
資
料
、
既
往
の
理
解
に
収
ま
ら
な
い
資
料
は
、
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
と
も
す
れ
ば
「
発
見
」
さ
え
さ
れ
な
い
。
東
海
大
学
湘
南
キ
ャ

ン
パ
ス
の
整
備
に
と
も
な
う
発
掘
調
査
で
、
王
子
ノ
台
遺
跡
（
神
奈
川
県
平
塚
市
）
西
区
の
発
掘
が
旧
石
器
時
代
相
当
層
に
お
よ
ん
だ
の
は
一
九

九
〇
年
一
二
月
初
旬
の
こ
と
だ
っ
た
。
少
量
の
黒
曜
岩
製
遺
物
の
出
土
を
見
つ
つ
も
、
掘
削
が
ロ
ー
ム
層
上
面
か
ら
約
三
・
五
メ
ー
ト
ル
に
達

し
た
一
九
九
一
年
二
月
、
紅
斑
混
じ
り
の
黒
曜
岩
製
遺
物
が
出
土
し
始
め
た
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
う
ち
一
点
は
石
鏃
で
あ
っ
た
。
調
査
団
の

体
力
・
気
力
も
逼
迫
す
る
な
か
、
同
年
七
月
頃
ま
で
か
け
て
根
気
強
く
調
査
が
続
け
ら
れ
た
。
出
土
し
た
黒
曜
岩
に
北
海
道
白
滝
産
の
も
の
が

含
ま
れ
る
こ
と
が
同
年
三
月
に
速
報
さ
れ
（
鈴
木
ほ
か　
一
九
九
一
）、
旧
石
器
時
代
の
調
査
成
果
は
翌
年
報
告
さ
れ
た
（
常
木　
一
九
九
二
）。

　

旧
石
器
時
代
の
堆
積
物
か
ら
、
北
海
道
産
黒
曜
岩
製
の
石
鏃
が
出
土
す
る
と
い
う
事
態
を
受
け
、
調
査
団
は
各
方
面
の
研
究
者
を
加
え
て
分

析
・
調
査
を
深
め
、
一
九
九
六
年
に
議
論
の
機
会
が
設
け
ら
れ
た
。「
集
会
を
終
え
た
今
に
な
っ
て
も
、
あ
の
小
さ
な
石
器
の
位
置
付
け
に
つ

い
て
確
た
る
結
論
を
得
る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
」（
西
秋　
一
九
九
七
ａ
）
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
議
論
は
難
航
し
た
。
結
局
「
出
土
し
た
事
実

が
、
そ
の
ま
ま
ヒ
ト
の
歴
史
的
事
実
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
大
体
そ
う
し
た
認
識
」
に
落
ち
着
い
た
ら
し
い
（
小
林　
二
〇
〇

一
）。
五
十
嵐
彰
は
、
こ
の
資
料
群
へ
の
言
及
を
回
避
し
て
い
る
点
に
研
究
の
枠
組
み
の
問
題
を
指
摘
す
る
が
、
近
年
で
も
、
相
模
野
旧
石
器

編
年
で
こ
の
資
料
群
に
議
論
が
及
ぶ
こ
と
は
な
い
（
五
十
嵐　
二
〇
〇
三
、
諏
訪
間　
二
〇
一
九
）。

　

こ
の
資
料
群
の
何
が
問
題
だ
っ
た
の
か
。
当
時
の
所
見
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
問
題
の
層
準
（
Ｘ
Ⅸ
～
Ｘ
Ｘ
層
）
か
ら
出
土
し
た
石
器
は

一
八
九
二
点
あ
り
、
う
ち
一
八
七
九
点
が
黒
曜
岩
、
の
こ
り
は
チ
ャ
ー
ト
一
点
、
凝
灰
岩
一
二
点
で
あ
る
。
黒
曜
岩
の
う
ち
一
四
六
五
点
が
紅

斑
混
じ
り
で
あ
る
。
黒
曜
岩
製
遺
物
一
〇
〇
点
を
対
象
に
し
た
蛍
光
エ
ッ
ク
ス
線
分
析
の
結
果
、
七
三
点
が
白
滝
産
、
二
六
点
が
霧
ヶ
峰
お
よ

び
そ
の
周
辺
の
も
の
、
一
点
が
神
津
島
産
と
な
っ
た
。
新
た
に
神
津
島
産
が
見
い
だ
さ
れ
た
こ
と
を
除
け
ば
、
予
備
分
析
の
結
果
と
一
致
し
て

い
る
。

③
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黒
曜
岩
製
遺
物
に
は
、
石
鏃
様
石
器
を
含
む
小
形
の
尖
頭
器

が
四
点
、
比
較
的
大
形
の
剝
片
が
二
〇
〇
点
、
の
こ
り
は
砕
片

で
、
石
核
は
な
い
（
図
2
）。
一
見
し
て
石
材
の
風
化
度
や
サ

イ
ズ
な
ど
が
近
似
し
、
す
べ
て
を
一
括
し
た
石
器
群
と
し
て
あ

つ
か
う
べ
き
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
（
西
秋　
一
九
九
七
ｂ
）。

石
鏃
様
石
器
な
ど
の
尖
頭
器
類
は
、
縄
文
時
代
の
石
鏃
と
は
製

作
方
法
が
異
な
っ
て
い
る
（
剝
離
痕
の
大
き
さ
や
方
向
が
一
定
し

な
い
）
点
も
注
視
さ
れ
て
い
る
（
大
沼　
一
九
九
七
）。
押
圧
剝
離

を
用
い
な
く
と
も
、
同
様
の
石
鏃
は
製
作
可
能
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
石
器
群
が
出
土
し
た
の
は
姶
良
Ｔ
ｎ
火
山
灰
降
灰

層
準
よ
り
も
約
一
メ
ー
ト
ル
上
位
で
、
相
模
野
台
地
の
立
川

ロ
ー
ム
層
の
Ｂ
2
最
下
部
相
当
層
で
あ
る
。
層
序
の
乱
れ
や
ク

ラ
ッ
ク
な
ど
も
な
く
、
霜
柱
に
よ
る
遺
物
の
移
動
も
起
こ
り
に

く
い
堆
積
物
で
あ
る
た
め
、
石
鏃
様
石
器
も
ほ
ぼ
原
位
置
で
出

土
し
た
と
見
な
さ
れ
た
（
上
本
ほ
か　
一
九
九
七
）。
上
層
か
ら
混

ざ
り
込
ん
だ
痕
跡
が
な
い
こ
と
は
、
石
鏃
様
石
器
の
出
土
時
の

所
見
（
常
木　
一
九
九
七
）
と
も
一
致
す
る
。
同
層
準
の
調
査
範

囲
は
約
一
二
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
が
、
石
製
遺
物
は

お
ぼ
ろ
げ
な
濃
集
域
を
見
せ
つ
つ
も
調
査
範
囲
の
全
域
に
お
よ
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図 2 　王子ノ台遺跡の旧石器時代文化層（常木（1992）をもとに作成）

22　（ 22 ）



ん
で
い
る
。
さ
ら
に
い
く
ら
か
の
集
中
部
を
み
せ
つ
つ
、
炭
化
物
も
調
査
範
囲
の
各
所
に
見
ら
れ
、
さ
ら
に
は
焼
土
（
地
床
炉
？
）
ま
で
検
出

さ
れ
て
い
る
（
図
2
）。
石
器
は
、
平
面
的
に
は
、
直
径
約
四
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
接
合
関
係
を
も
ち
、
炭
化
物
が
も
っ
と
も
密
に
あ
る
場
所

と
重
複
す
る
。
垂
直
方
向
で
は
最
大
約
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
深
度
幅
を
見
せ
る
が
、
分
布
の
中
心
は
Ｘ
Ⅸ
層
下
部
の
約
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
範
囲
に
あ
り
、
や
は
り
炭
化
物
の
分
布
と
重
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
焼
土
を
覆
う
よ
う
に
炭
化
物
が
検
出
さ
れ
、
そ
の
周
囲
に
遺
物
が

点
在
し
て
い
る
状
況
が
復
原
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
所
見
か
ら
「
焼
土
址
、
炭
化
物
、
人
工
遺
物
の
三
者
は
、
時
間
的
に
き
わ
め
て
近
い
関

係
の
中
で
生
じ
た
」
と
見
な
さ
れ
た
。

　

年
代
測
定
も
徹
底
し
て
い
る
。
焼
土
址
等
か
ら
回
収
さ
れ
た
炭
化
物
片
五
試
料
が
Ａ
Ｍ
Ｓ
法
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
（
う
ち
三
点
は
複
数
回
測

定
）、
二
万
二
〇
〇
〇
～
二
万
五
〇
〇
〇
Ｂ
Ｐ
の
値
が
得
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
黒
曜
岩
の
水
和
層
年
代
測
定
も
実
施
さ
れ
て
い
て
、
石
鏃
様

石
器
の
非
破
壊
分
析
（
二
箇
所
測
定
）
で
約
一
四
〇
〇
〇
年
前
、
剝
片
の
破
壊
分
析
で
は
約
二
万
五
〇
〇
〇
～
一
二
〇
〇
〇
年
前
と
い
う
結
果

が
得
ら
れ
て
い
る
。
剝
片
は
一
〇
点
が
分
析
に
供
さ
れ
た
も
の
の
四
点
が
水
和
層
が
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
測
定
不
能
、
測
定
で
き
た
六
点
の
う

ち
四
点
（
白
滝
産
と
霧
ヶ
峰
産
二
点
ず
つ
）
は
、
一
万
六
〇
〇
〇
年
前
頃
の
年
代
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
所
見
は
、
王
子
ノ
台
例
に
肯
定
的
な
い
し
は
そ
の
理
解
を
深
め
る
も
の
で
、
何
ら
か
の
「
噓
」
や
「
誤
り
」
を
懸
念
す
る
も
の
で
は

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
王
子
ノ
台
例
の
評
価
に
お
い
て
お
そ
ら
く
頂
門
の
一
針
と
な
っ
た
の
は
金
属
顕
微
鏡
に
よ
る
観
察
の
所
見
で
あ
る
。
石
鏃

様
石
器
を
含
む
尖
頭
器
類
や
剝
片
、
接
合
資
料
が
観
察
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
れ
ら
六
資
料
に
は
使
用
痕
は
検
出
さ
れ
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
表
面

は
新
鮮
で
、
化
学
的
な
侵
食
を
受
け
た
形
跡
さ
え
見
ら
れ
な
か
っ
た
（
御
堂
島　
一
九
九
七
）。
こ
の
不
可
解
な
状
況
が
呼
び
水
と
な
っ
て
、「
石

鏃
様
石
器
の
み
な
ら
ず
王
子
ノ
台
遺
跡
第
Ｘ
Ⅸ
～
Ｘ
Ｘ
層
か
ら
石
器
群
が
出
土
し
た
事
実
自
体
を
疑
問
視
さ
れ
た
言
動
」（
常
木　
一
九
九
七
）

が
強
ま
り
、
小
林
（
二
〇
〇
一
）
が
回
顧
し
た
不
可
解
な
認
識
に
落
着
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

④

⑤

⑥
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4　

思
考
の
「
穴
」
と
石
器
・
遺
跡
の
認
定

　

筆
者
は
王
子
ノ
台
資
料
に
関
わ
る
言
説
と
記
録
、
測
定
値
等
を
吟
味
し
た
の
み
で
、
出
土
遺
物
や
堆
積
物
そ
の
も
の
を
実
見
し
て
お
ら
ず
、

そ
の
歴
史
的
評
価
を
論
じ
る
権
利
を
持
た
な
い
。
こ
こ
で
資
料
観
察
に
訴
え
な
い
の
は
、
当
該
資
料
の
実
態
や
真
贋
は
、
い
ま
論
じ
て
い
る
考

古
学
の
思
考
、
事
実
認
識
の
思
考
の
脆
弱
性
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
試
み
に
と
っ
て
重
要
で
な
い
た
め
で
あ
る
。
逆
説
的
に
言
え
ば
、
過
去
の

復
原
に
お
い
て
は
、
歴
史
的
事
実
ば
か
り
が
常
に
問
題
な
の
で
は
な
い
。
過
去
の
事
実
の
確
定
は
、
方
法
論
的
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
た
だ
資

料
と
研
究
法
と
を
掛
け
合
わ
せ
た
思
考
の
な
か
で
、
論
理
的
に
事
実
ら
し
い
こ
と
を
認
識
す
る
よ
り
な
い
。

　

そ
れ
で
は
、
私
た
ち
の
思
考
に
付
随
す
る
「
穴
」
を
回
避
し
た
、
石
器
認
定
あ
る
い
は
遺
跡
認
定
は
可
能
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
筆
者
は
、
砂

原
遺
跡
（
島
根
県
出
雲
市
）
の
人
為
性
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
、
資
料
の
層
序
学
的
位
置
と
水
平
分
布
と
を
整
理
し
た
。
人
為
の
介
在
を
想

定
す
る
ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
こ
と
を
論
じ
る
と
と
も
に
、
自
然
現
象
と
し
て
説
明
す
る
方
法
を
広
く
求
め
た
わ
け
で
あ
る
（
上
峯　
二
〇
一

二
）。
し
か
し
発
掘
区
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
妥
当
性
や
、
そ
の
説
明
原
理
の
批
判
は
お
ろ
か
、
堆
積
学
的
試
み
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
さ
え

ほ
と
ん
ど
な
く
、
石
製
資
料
が
「
石
器
に
見
え
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
観
点
か
ら
で
の
み
、
砂
原
遺
跡
の
風
評
が
形
成
さ
れ
て
し
ま
っ
た
（
竹

岡　
二
〇
一
一
・
二
〇
二
三
な
ど
）。
考
古
学
の
取
り
組
み
の
範
囲
内
で
は
、
石
製
資
料
そ
の
も
の
の
評
価
、
す
な
わ
ち
石
器
認
定
を
論
点
と
し
、

波
及
的
に
遺
跡
認
定
を
果
た
さ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
だ
。

　

石
器
研
究
を
、
原
材
料
の
獲
得
、
消
費
、
使
用
、
廃
棄
へ
と
移
ろ
う
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
各
局
面
に
最
適
化
し
た
研
究
戦
略
の
大
系
と
み

る
と
、
上
述
し
た
廃
棄
段
階
以
外
の
三
段
階
で
も
、
石
器
認
定
法
を
構
築
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
筆
者
が
研
究
蓄
積
を
も
つ
前
二
段
階
に
つ

い
て
試
み
を
紹
介
し
、
そ
の
方
法
論
の
現
状
を
確
認
し
て
お
く
。

松
本
は
金
木
資
料
を
周
口
店
や
丁
村
の
石
器
群
と
対
比
し
、
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
や

匼
河
よ
り
も
一
段
階
新
し
く
位
置
づ
け
る
。
さ
ら
に
金
木
資
料
と
丹
生
の
資
料
群

と
の
関
連
を
予
想
し
て
い
る
。

「
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン
人
」
事
件
と
「
金
木
の
偽
石
器
」
は
、
人
骨
の
有
無
こ
そ
異

①

②
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な
る
も
の
の
、
第
四
紀
学
的
な
知
見
と
石
器
認
定
を
軸
に
、
よ
り
古
い
人
類
文
化

を
探
る
点
で
共
通
す
る
。「
金
木
の
偽
石
器
」
が
イ
ギ
リ
ス
の
資
料
を
比
較
対
象

と
し
て
い
る
点
も
無
視
で
き
な
い
。「
金
木
の
偽
石
器
」
は
旧
石
器
遺
跡
発
掘
捏

造
事
件
と
と
も
に
、
日
本
列
島
に
お
け
る
前
・
中
期
旧
石
器
存
否
論
争
の
一
部
を

な
す
。
あ
る
種
の
系
統
関
係
を
も
つ
問
題
群
が
、
は
か
ら
ず
も
思
考
の
「
穴
」
を

も
継
承
し
て
し
ま
っ
た
、
と
回
顧
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

比
較
の
た
め
に
蛍
光
エ
ッ
ク
ス
線
分
析
に
供
さ
れ
た
縄
文
時
代
遺
物
で
は
、
神

津
島
や
霧
ヶ
峰
、
箱
根
の
黒
曜
岩
と
と
も
に
、
白
滝
産
が
一
点
だ
け
検
出
さ
れ
て

い
る
（
藁
科 

一
九
九
七
）。
こ
れ
が
Ｘ
Ⅸ
～
Ｘ
Ｘ
層
の
資
料
群
と
関
わ
り
を
も
た

な
い
こ
と
は
、
調
査
区
が
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
、
か
つ
水
和
層
厚
に
著
し

い
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
強
調
さ
れ
て
い
る
（
秋
田 

一
九
九
七
）。

こ
の
値
は
、IntCal20 

で
較
正
す
る
と
三
〇
〇
二
六
～
二
五
九
五
七cal 

Ｂ
Ｐ

（95.4%

）
と
な
る
。

比
較
試
料
と
し
て
測
定
さ
れ
た
縄
文
時
代
の
文
化
層
か
ら
の
出
土
遺
物
は
、
三

七
〇
〇
～
六
五
〇
〇
Ｂ
Ｐ
と
な
っ
て
い
る
。
Ｘ
Ⅸ
～
Ｘ
Ｘ
層
の
資
料
と
の
年
代
差

が
、
水
和
層
厚
か
ら
も
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
水
和
層
年
代
が
測
定

さ
れ
た
黒
曜
岩
製
遺
物
の
出
土
位
置
は
文
献
か
ら
は
特
定
で
き
な
い
が
、
同
調
査

に
お
け
る
縄
文
時
代
遺
物
は
中
期
末
～
後
期
中
葉
に
お
よ
ん
で
い
る
。
Ａ
Ｍ
Ｓ
年

代
測
定
値
と
黒
曜
岩
の
水
和
層
年
代
測
定
値
と
の
対
比
に
は
慎
重
に
な
る
べ
き
だ

が
、
暦
年
較
正
の
効
果
も
考
え
れ
ば
、
縄
文
時
代
遺
物
の
水
和
層
年
代
は
ず
い
ぶ

ん
古
く
出
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。

旧
石
器
時
代
の
石
鏃
な
い
し
は
弓
矢
猟
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
事
例
を
含
め
て
検
討
さ
れ
た
。
弓
矢
猟
の
起
源
に
つ
い
て
の
見
解
こ
そ
一
致
を

見
な
か
っ
た
が
、
後
期
旧
石
器
時
代
に
石
鏃
が
存
在
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
王
子
ノ
台
例
の
「
出
土
状
況
を
根
拠
と
す
る
限
り
」

に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
歴
史
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
が
検
討
さ
れ
た
（
加
藤 　

一
九
九
七
、
佐
藤　
一
九
九
七
）。

四　

原
材
料
の
異
地
性
判
定
に
も
と
づ
く
石
器
認
定

1　

早
水
台
遺
跡

　

早
水
台
遺
跡
（
大
分
県
日
出
町
）
は
九
州
島
の
北
東
部
に
あ
た
る
国
東
半
島
の
南
端
部
分
、
別
府
湾
の
北
岸
に
位
置
す
る
。
こ
の
地
域
に
は
、

標
高
お
よ
そ
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
の
比
較
的
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
が
広
が
っ
て
段
丘
地
形
を
形
成
し
て
い
る
。
大
分
県
（
二
〇
〇
四
）
に
よ

れ
ば
、
段
丘
面
は
三
面
に
区
分
で
き
、
高
位
面
は
標
高
五
〇
～
六
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
、
中
位
面
が
標
高
二
〇
～
四
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
で
、
後
者

が
南
関
東
の
下
末
吉
面
（
Ｍ
Ｉ
Ｓ
5
ｅ
）
に
対
比
さ
れ
る
。
低
位
面
は
標
高
一
八
～
二
二
メ
ー
ト
ル
で
、
大
神
駅
付
近
で
は
阿
蘇
4
火
砕
流
堆

③④⑤

⑥
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積
物
（
約
八
・
七
万
年
前
）
が
段
丘
構
成
層
に
含
ま
れ
る
。

　

早
水
台
遺
跡
の
既
往
の
発
掘
調
査
区
、
な
ら
び
に
早
水
台
遺
跡
に
北
接
す
る
山
ノ
神
平
遺
跡
の
地
層
を
対
比
す
る
と
、
附
近
の
層
序
は
以
下

の
よ
う
に
理
解
で
き
る
（
図
3
の
ａ
）。
各
調
査
区
の
最
下
面
で
は
、
日
出
丘
陵
の
基
盤
で
あ
る
日
比
ノ
浦
岩
な
だ
れ
堆
積
物
が
発
見
さ
れ
て
い

る
（
Ⅷ
層
）。
上
位
の
Ⅶ
層
は
黄
橙
色
を
呈
す
る
粘
土
質
シ
ル
ト
～
細
礫
層
で
、
上
部
に
は
風
化
し
た
安
山
岩
礫
を
多
く
含
む
。
阿
蘇
4
火
砕

流
堆
積
物
の
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
の
一
つ
で
あ
る
鳥
栖
オ
レ
ン
ジ
火
砕
流
堆
積
物
（W

atanabe

　1978

）
に
対
比
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
Ⅵ
層
は
明

黄
褐
色
シ
ル
ト
層
で
、
風
化
し
て
脆
く
な
っ
た
安
山
岩
礫
を
稀
に
含
む
。
下
位
層
の
風
化
物
が
再
堆
積
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
中
川　

一
九
六
五
：
一
二
三
）。
後
述
の
「
小
形
礫
器
」
は
、
こ
の
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
Ⅴ
層
は
風
化
の
進
ん
だ
安
山
岩
礫
を
豊
富
に
含
む
層
、
Ⅳ

層
は
黄
褐
色
～
褐
色
を
呈
す
る
細
粒
の
粘
土
層
で
、
や
は
り
風
化
の
進
ん
だ
安
山
岩
礫
が
稀
に
含
ま
れ
る
。
Ⅲ
層
は
褐
色
～
暗
褐
色
の
細
粒
粘

土
質
層
で
、
中
部
を
中
心
に
暗
色
帯
が
認
め
ら
れ
る
。
Ⅱ
層
は
黒
褐
色
～
暗
茶
褐
色
の
シ
ル
ト
層
で
、
こ
れ
を
表
土
で
あ
る
Ⅰ
層
が
覆
う
。

　

早
水
台
遺
跡
の
各
調
査
区
は
先
の
中
位
面
に
立
地
し
て
い
る
た
め
、
Ⅶ
層
よ
り
上
の
地
層
が
Ｍ
Ｉ
Ｓ
5
ｅ
よ
り
古
く
な
る
こ
と
は
な
い
。
山

ノ
神
平
地
点
で
は
Ⅷ
層
上
面
～
Ⅶ
層
に
、
鬼
界
葛
原
火
山
灰
（
約
九
・
五
万
年
前
）
や
阿
蘇
4
火
山
灰
の
降
灰
層
準
が
あ
る
こ
と
を
示
す
分
析
結

果
が
得
ら
れ
て
い
る
（
早
田
ほ
か　
二
〇
〇
〇
：
二
七
）。
ま
た
六
、
七
次
調
査
区
で
は
Ｄ
5
グ
リ
ッ
ド
南
壁
の
Ⅶ
層
か
ら
火
山
ガ
ラ
ス
や
軽
石
が

検
出
さ
れ
（
早
田
ほ
か　
二
〇
〇
七
：
一
一
五
）、
記
載
さ
れ
た
特
徴
は
鳥
栖
オ
レ
ン
ジ
火
砕
流
堆
積
物
の
特
徴
（
松
尾
ほ
か　
二
〇
〇
九
）
と
矛
盾
し

な
い
。

　

Ｗ
地
点
や
六
、
七
次
調
査
区
の
分
析
結
果
か
ら
、
Ⅴ
層
下
部
に
九
重
第
1
軽
石
の
降
灰
層
準
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
早
田
ほ
か　
二
〇
〇

〇
：
二
六
、
早
田
ほ
か　
二
〇
〇
七
：
一
一
六
）。
九
重
第
1
軽
石
の
年
代
に
は
諸
説
あ
る
が
、
約
五
・
四
万
年
前
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
こ

れ
を
Ⅴ
層
の
堆
積
年
代
の
基
準
と
し
て
採
用
す
る
。 ①

②

③
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黒褐色シルト質土
暗褐色シルト質土
砂混じり黄褐色シルト質土

安山岩風化礫混じり黄橙色シルト質土

明黄褐色シルト質土
安山岩礫混じり暗黄橙色シルト質土
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図 3 　早水台遺跡下層の「小形礫器」
a：早水台遺跡とその周辺の基本層序と年代

b：「小形礫器」に対する筆者の認識（実測図）
c：「小形礫器」の石材原産地推定
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2　

下
層
の
「
小
形
礫
器
」

　

主
に
珪
化
流
紋
岩
（
石
英
粗
面
岩
）
か
ら
な
る
石
製
資
料
が
、
Ⅴ
層
か
ら
多
数
、
Ⅵ
層
か
ら
も
少
量
出
土
し
て
い
る
。
早
水
台
遺
跡
の
石
製

資
料
群
に
は
、
こ
れ
を
人
工
品
（
石
器
）
と
す
る
見
解
と
、
自
然
破
砕
礫
（
偽
石
器
）
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
人
為
性
を
見
い
だ
す
研
究
者
の
ほ

と
ん
ど
は
、
型
式
学
的
特
徴
や
製
作
技
術
の
点
か
ら
、
中
国
の
周
口
店
第
1
地
点
遺
跡
、
同
第
15
地
点
遺
跡
、
許
家
窰
（
侯
家
窰
）
遺
跡
と
の

類
似
（
芹
沢　
一
九
六
五
、
裴　
一
九
七
八
、
李　
二
〇
一
〇
）
や
ル
ヴ
ァ
ロ
ワ
技
法
の
片
鱗
（D

erevianko

　

一
九
八
四
）、
日
本
列
島
の
同
時
代
資
料
と

の
類
似
（
柳
田
ほ
か　
二
〇
一
五
）
を
認
め
、
こ
れ
を
先
行
人
類
が
製
作
し
た
石
器
と
考
え
る
。
一
方
、
否
定
派
の
研
究
者
に
は
す
べ
て
を
自
然

破
砕
礫
と
す
る
意
見
（
田
坂　
一
九
六
六
）
も
あ
る
が
、
ご
く
一
部
の
人
工
品
が
含
ま
れ
る
と
考
え
る
見
解
も
少
な
く
な
い
（
岡
村　
二
〇
〇
八
、
春

成　
一
九
七
一
な
ど
）。
争
点
と
な
る
の
は
珪
化
流
紋
岩
製
資
料
に
見
ら
れ
る
割
れ
面
が
、
ヒ
ト
の
手
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
で
あ
る
が
、
こ
の

石
材
は
割
れ
の
痕
跡
が
た
ど
り
に
く
い
石
質
で
、
遺
跡
周
囲
に
も
破
砕
面
を
も
つ
資
料
が
散
在
す
る
。
珪
化
流
紋
岩
製
資
料
に
関
す
る
限
り
、

石
器
ら
し
く
見
え
る
も
の
が
自
然
に
産
出
す
る
状
況
で
、
そ
れ
ら
に
紛
れ
た
人
工
品
を
抽
出
す
る
の
は
難
儀
で
あ
る
。

　

一
方
、
早
水
台
石
器
の
人
為
性
に
疑
問
を
持
つ
研
究
者
で
さ
え
目
を
留
め
る
の
が
、
原
報
告
（
芹
沢　
一
九
六
五
）N

o.26

の
「
小
形
礫
器
」
で

あ
る
（
図
3
の
ｂ
）。
明
瞭
な
剝
離
痕
と
シ
ャ
ー
プ
な
縁
辺
を
も
ち
、
小
形
の
チ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
ト
ゥ
ー
ル
あ
る
い
は
両
面
加
工
石
器
に
分
類
で

き
る
も
の
で
、
Ⅵ
層
か
ら
の
出
土
品
で
あ
る
。
当
初
は
「
角
閃
石
玢
岩
」
製
と
し
て
報
告
さ
れ
た
が
（
芹
沢　
一
九
六
五
：
四
四
）、
こ
れ
を
姫
島

産
の
黒
曜
岩
製
な
い
し
は
ガ
ラ
ス
質
流
紋
岩
製
と
み
る
意
見
が
あ
る
（
綿
貫　
二
〇
〇
四
：
一
六
五
）。
こ
の
当
否
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
姫
島

は
早
水
台
遺
跡
か
ら
直
線
距
離
で
約
四
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
に
あ
る
た
め
、
姫
島
で
産
出
し
た
岩
石
が
早
水
台
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

の
な
ら
、
過
去
の
人
類
が
運
搬
に
関
与
し
た
こ
と
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
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3　

原
材
料
の
異
地
性

　

九
州
島
北
部
の
黒
曜
岩
や
ガ
ラ
ス
質
流
紋
岩
は
岩
石
化
学
的
に
区
別
可
能
で
（
長
岡
ほ
か　
二
〇
〇
三
）、
蛍
光
エ
ッ
ク
ス
線
分
析
装
置
に
よ
る

考
古
遺
物
の
原
産
地
推
定
が
盛
ん
に
実
施
さ
れ
て
い
る
（
金
成
ほ
か　
二
〇
一
一
、
杉
原　
二
〇
一
四
な
ど
）。
こ
れ
ら
の
知
見
を
参
照
し
つ
つ
、
以

下
の
手
順
で
「
小
形
礫
器
」
の
原
産
地
を
推
定
し
た
。

　

九
州
島
北
部
で
産
出
す
る
黒
曜
岩
、
ガ
ラ
ス
質
流
紋
岩
を
収
集
し
、
こ
れ
ら
を
硬
質
砂
岩
製
ハ
ン
マ
ー
で
打
ち
割
っ
て
剝
片
状
試
料
を
作
成

し
た
。
こ
れ
をBruker Corporation

製
可
搬
型
蛍
光
エ
ッ
ク
ス
線
分
析
装
置T

racer III-SD

（#T
3S2118

）
で
分
析
し
、
化
学
組
成
分
析

値
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。
測
定
に
あ
た
っ
て
、
一
次
フ
ィ
ル
タ
ー
（green filter

）
を
用
い
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
値
を
軽
減
し
た
。

エ
ッ
ク
ス
線
管
は
四
〇
キ
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ボ
ル
ト
、
三
〇
マ
イ
ク
ロ
ア
ン
ペ
ア
に
設
定
し
、
一
試
料
に
対
し
て
一
八
〇
秒
間
、
最
も
平
坦
な

箇
所
に
エ
ッ
ク
ス
線
を
照
射
し
た
。
得
ら
れ
た
光
子
強
度
を
較
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
（Glascock et al.　2012

）
に
か
け
て
、M

n

、Fe

、Zn

、Ga

、

Rb

、Sr

、Y

、Zr

、N
b

、Pb

、T
h

の
元
素
濃
度
を
求
め
た
。
こ
れ
ら
の
値
か
ら
、Rb

、Sr

、Y

、Zr

に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
（
い
わ

ゆ
る
分
率
）
を
計
算
し
、
二
次
限
単
体
空
間
で
あ
る
三
角
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
（
図
3
の
ｃ
）。「
小
形
礫
器
」
の
測
定
は
、
保
管
先

で
あ
る
東
北
大
学
考
古
学
研
究
室
に
て
、
同
一
の
装
置
・
設
定
、
完
全
非
破
壊
で
実
施
し
た
。
慎
重
を
期
し
て
「
小
形
礫
器
」
は
五
箇
所
測
定

し
、
す
べ
て
を
分
析
値
と
し
て
扱
っ
た
。

　

九
州
島
北
部
の
黒
曜
岩
と
ガ
ラ
ス
質
流
紋
岩
は
、
微
量
元
素
の
比
を
も
と
に
う
ま
く
区
別
で
き
て
い
る
。「
小
形
礫
器
」
の
分
析
値
は
す
べ

て
、
稲
積
火
山
の
ガ
ラ
ス
質
流
紋
岩
の
化
学
組
成
と
近
似
す
る
。「
小
形
礫
器
」
あ
る
い
は
そ
の
原
材
料
は
、
早
水
台
遺
跡
か
ら
直
線
距
離
で

約
四
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
た
姫
島
の
稲
積
火
山
周
辺
か
ら
運
搬
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

④

⑤
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石器認定の思考（上峯）



4　

石
器
認
定
法
と
し
て
の
限
界

　

剝
離
痕
や
形
状
の
評
価
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
材
料
が
姫
島
に
由
来
す
る
こ
と
を
根
拠
に
、
早
水
台
遺
跡
の
「
小
形
礫
器
」
に
人
為
性
を
見
い

だ
す
。
こ
の
判
断
は
妥
当
だ
ろ
う
が
、
し
ば
し
ば
説
得
的
で
は
な
い
。
先
の
王
子
ノ
台
例
で
疑
問
視
さ
れ
た
の
は
「
旧
石
器
時
代
の
石
鏃
」
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
「
関
東
地
方
に
お
け
る
白
滝
産
黒
曜
岩
製
の
旧
石
器
」
の
ほ
う
だ
ろ
う
か
。
も
し
後
者
が
「
あ
っ
て
は
い
け
な

か
っ
た
」
の
な
ら
、
材
料
の
異
地
性
を
も
っ
て
し
て
も
石
器
認
定
は
な
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

筆
者
が
調
査
・
報
告
に
関
わ
っ
た
木
崎
小
丸
山
遺
跡
（
長
野
県
大
町
市
）
で
は
、
約
八
・
六
万
年
前
の
旧
地
表
面
か
ら
の
石
器
様
資
料
の
出

土
を
論
じ
た
が
、
当
該
資
料
の
人
為
性
は
、
風
成
堆
積
物
中
か
ら
の
大
礫
サ
イ
ズ
の
資
料
が
複
数
出
土
し
た
こ
と
に
依
拠
し
て
い
た
（
松
藤
ほ

か　
二
〇
一
七
）。
そ
れ
で
も
、
石
器
と
し
て
の
「
お
そ
ま
つ
さ
」
や
、
遺
跡
の
周
辺
河
川
に
同
一
の
石
材
が
点
在
す
る
こ
と
を
根
拠
に
風
評
が

形
成
さ
れ
、
木
崎
小
丸
山
遺
跡
が
議
論
に
の
ぼ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。
約
四
万
年
前
を
遡
る
石
器
を
見
い
だ
す
仕
事
は
、
達
成
目

標
が
不
明
確
な
な
か
で
、
い
っ
そ
う
五
里
霧
中
の
様
相
を
強
め
て
い
る
。

Ⅳ
層
は
ク
ラ
ッ
ク
の
発
達
が
著
し
く
、
ク
ラ
ッ
ク
が
Ⅴ
層
下
部
に
ま
で
達
し
て

い
る
場
所
も
あ
る
。
ま
た
Ⅲ
層
中
の
暗
色
帯
か
ら
Ⅴ
層
上
部
に
か
け
て
、
植
物
根

に
よ
る
生
物
擾
乱
（
堆
積
構
造
の
乱
れ
）
が
観
察
で
き
る
場
合
が
あ
る
。
ク
ラ
ッ

ク
や
擾
乱
に
よ
っ
て
、
縄
文
石
器
が
Ⅵ
層
ま
で
落
ち
込
ん
だ
と
す
る
解
釈
も
あ
る

が
（
綿
貫　
二
〇
二
四
）、「
小
形
礫
器
」
の
風
化
度
や
付
着
土
は
、
そ
の
見
解
を

支
持
し
な
い
。

Ⅶ
層
は
橙
色
～
赤
色
を
呈
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
Ｍ
Ｉ
Ｓ
5
ｅ
に
発
達
し
た

赤
色
風
化
殻
と
考
え
る
見
解
が
あ
る
が
（
柳
田
ほ
か　
二
〇
一
五
）、
堆
積
物
中
に

お
け
る
広
域
火
山
灰
の
検
出
状
況
か
ら
は
認
め
が
た
い
。

Ⅲ
～
Ⅳ
層
は
後
期
旧
石
器
時
代
の
遺
物
包
含
層
で
、
貧
弱
な
資
料
な
が
ら
後
期

旧
石
器
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
火
山
灰
分
析
の
結
果
か
ら
は
、
Ⅲ
層

中
に
は
姶
良
Ｔ
ｎ
火
山
灰
の
降
灰
層
準
が
想
定
さ
れ
（
早
田
ほ
か　
二
〇
〇
〇
：

二
六
～
二
七
、
早
田　
二
〇
〇
七: 

一
一
六
）、
Ⅲ
層
中
部
の
暗
色
帯
は
九
州
島
全

域
に
認
め
ら
れ
る
鍵
層
に
対
比
で
き
る
（
柳
田　
二
〇
一
一
：
七
四
）。
Ⅱ
層
は
縄

文
時
代
早
期
の
遺
物
包
含
層
で
、
各
調
査
区
か
ら
山
形
押
型
文
土
器
、
石
鏃
や
木

葉
形
尖
頭
器
が
出
土
し
て
い
る
。
Ⅱ
層
上
部
～
Ⅰ
層
下
部
に
は
鬼
界
ア
カ
ホ
ヤ
火

山
灰
の
降
灰
層
準
が
推
定
さ
れ
て
い
る
（
早
田
ほ
か　
二
〇
〇
〇
：
二
七
、
早
田　

二
〇
〇
七
：
一
一
六
）。

現
在
、
一
部
の
産
地
で
は
原
礫
の
収
集
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、

収
集
が
禁
じ
ら
れ
る
以
前
に
地
元
住
民
が
集
め
て
い
た
原
礫
を
譲
り
受
け
、
そ
の

⑥

①②③

④
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岩
質
が
転
石
等
と
一
致
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
試
料
調
製
に
供
し
た
。

早
水
台
遺
跡
の
資
料
分
析
は
二
〇
一
五
年
八
月
に
実
施
し
た
も
の
で
、
阿
子
島

香
先
生
、
柳
田
俊
雄
先
生
、
鹿
又
喜
隆
先
生
に
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
ま
たT

rac-
er III-SD

の
使
用
に
あ
た
っ
て
、Lee D

rake

氏
、
亀
山
誠
氏
に
ご
協
力
頂
い

た
。周

辺
河
川
や
周
辺
地
質
に
「
石
器
」
と
同
質
の
岩
石
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
風

成
堆
積
物
中
か
ら
得
ら
れ
た
「
石
器
」
と
堆
積
学
的
に
ま
っ
た
く
関
わ
り
を
も
た

な
い
。
こ
れ
の
人
為
性
を
否
定
す
る
デ
ー
タ
に
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

五　

割
れ
面
観
察
の
徹
底
に
よ
る
石
器
認
定

1　

金　

取　

遺　

跡

　

石
器
研
究
の
中
核
を
な
す
技
術
研
究
、
あ
る
い
は
石
器
そ
の
も
の
の
観
察
に
依
拠
す
る
な
ら
ば
、
説
得
的
な
石
器
認
定
が
可
能
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
い
う
石
器
の
観
察
と
は
、
剝
離
面
の
形
成
過
程
と
構
成
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
形
態
の
理
解
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
金
取
遺
跡

（
岩
手
県
遠
野
市
）
の
資
料
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

金
取
遺
跡
周
辺
で
は
四
面
の
段
丘
面
が
認
識
さ
れ
、
現
河
床
面
か
ら
の
比
高
や
海
抜
高
度
を
も
と
に
、
北
上
川
中
流
域
の
段
丘
群
と
対
比
さ

れ
る
。
金
取
遺
跡
は
背
後
山
地
か
ら
舌
状
に
張
り
出
す
中
位
段
丘
面
上
に
あ
る
。
石
器
は
「
Ⅲ
ｃ
層
上
面
に
集
中
」
し
（
菊
池
ほ
か　
一
九
八

六
：
五
）、
下
位
の
Ⅲ
ｄ
層
は
焼
石
村
崎
野
軽
石
か
ら
な
る
。
Ⅲ
ｄ
層
上
面
は
波
状
帯
と
な
っ
て
Ⅲ
ｂ
層
下
部
に
お
よ
び
、
第
Ⅲ
文
化
層
の
遺

物
分
布
を
乱
す
。
こ
の
波
状
帯
は
、
北
上
山
地
一
帯
で
観
察
さ
れ
る
周
氷
河
イ
ン
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
（
井
上
・
小
沼　
一
九
八
一
）。
周
氷

河
イ
ン
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
形
成
機
構
（
澤
口　
二
〇
〇
六
）
を
考
慮
す
れ
ば
、
波
状
帯
の
凹
み
最
下
底
で
出
土
し
た
カ
バ
ノ
キ
属
近
似
種
炭
化

材
の
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
値
（
四
六
四
八
〇
±
七
一
〇
Ｂ
Ｐ
、
黒
田　
二
〇
〇
九
）
は
、
第
Ⅲ
文
化
層
の
年
代
下
限
の
定
点
に
な
る
。
周
氷
河
イ

ン
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
上
位
で
は
岩
手
─
生
出
火
山
灰
（
約
三
～
五
万
年
前
）
由
来
の
火
山
ガ
ラ
ス
が
検
出
さ
れ
（
松
藤　
二
〇
一
〇
：
三
三
）、

こ
の
年
代
観
と
矛
盾
し
な
い
。
第
Ⅲ
文
化
層
の
年
代
が
四
万
年
前
を
遡
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
（
上
峯　
二
〇
二
〇
）。

⑤
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2　

斑
晶
観
察
法
に
よ
る
面
形
成
・
面
構
成
の
認
識

　

金
取
遺
跡
の
石
器
、
と
り
わ
け
第
Ⅲ
文
化
層
の
石
器
の
人
為
性
を
否
定
す
る
意
見
を
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
が
、
採
集
資
料
や
調
査
後
の
追

加
公
表
資
料
を
不
安
視
す
る
向
き
も
あ
る
（
黒
田
ほ
か　
二
〇
一
七
：
七
七
）。
こ
こ
で
検
討
す
る
資
料
（「
追
加
8
」）
も
そ
の
一
つ
で
、
金
取
遺
跡

の
第
一
次
発
掘
調
査
の
初
日
（
一
九
八
五
年
七
月
二
六
日
）
に
、
遺
跡
内
で
小
向
裕
明
、
小
笠
原
晋
に
よ
っ
て
採
集
さ
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。

付
着
土
か
ら
、
本
来
は
Ⅳ
層
に
包
含
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
菊
池
ほ
か　
二
〇
一
二
：
五
四
）。

こ
の
資
料
は
石
英
質
の
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
製
で
、
多
数
の
石
英
粒
が
確
認
で
き
る
不
均
質
石
材
で
あ
る
。
剝
離
面
の
割
れ
方
向
の
追
跡
が
困
難

な
石
質
で
あ
る
た
め
、
い
か
な
る
手
順
で
現
状
の
形
態
が
作
ら
れ
て
い
る
の
か
を
決
め
が
た
い
。
形
態
か
ら
「
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
様
石
器
」
と

理
解
す
る
意
見
も
あ
る
が
（
菊
池
ほ
か　
二
〇
一
二
：
六
二
）、
形
成
過
程
に
関
わ
る
情
報
提
示
な
く
し
て
は
、
検
証
不
可
能
な
印
象
論
の
そ
し
り

を
免
れ
な
い
。

　

筆
者
が
考
案
し
た
斑
晶
観
察
法
で
、
本
資
料
の
面
構
成
や
剝
離
経
過
を
調
べ
て
み
よ
う
。
斑
晶
観
察
法
は
、
石
器
の
表
面
に
露
出
し
た
斑
晶

を
顕
微
鏡
で
観
察
し
、
そ
の
所
見
を
石
器
の
理
解
に
役
立
て
る
方
法
で
あ
る
（
上
峯　
二
〇
一
四
）。
東
ア
ジ
ア
の
旧
石
器
や
日
本
国
内
の
「
前

期
旧
石
器
」
に
関
連
す
る
資
料
で
は
、
石
英
粒
を
斑
晶
と
し
て
多
く
含
む
岩
石
が
し
ば
し
ば
使
わ
れ
、
剝
離
方
向
の
判
別
が
黒
曜
岩
や
サ
ヌ
カ

イ
ト
に
比
べ
て
は
る
か
に
難
し
い
。
こ
の
た
め
、
剝
離
面
に
お
け
る
観
察
結
果
の
違
い
が
議
論
の
焦
点
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
斑
晶
は
岩

石
中
で
は
不
純
物
で
あ
る
一
方
、
そ
れ
自
体
は
均
質
で
ガ
ラ
ス
質
に
近
い
た
め
、
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
と
黒
曜
岩
や
サ
ヌ
カ
イ
ト
と
同
様
に
破

面
模
様
な
ど
が
と
ら
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
斑
晶
の
透
明
度
は
時
間
と
と
も
に
低
下
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
透
明
な
斑
晶
の
み
が
見
ら
れ

る
面
と
、
不
透
明
な
斑
晶
を
含
む
面
と
の
間
に
時
間
差
が
推
定
さ
れ
、
切
り
合
い
関
係
や
円
磨
度
も
考
慮
す
る
と
、
前
者
を
剝
離
面
、
後
者
を

原
礫
面
と
判
断
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
斑
晶
上
で
は
リ
ン
グ
や
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
痕
跡
に
加
え
て
、
階
段
状
の
剝
離
痕
や
剝
離
開

始
部
か
ら
の
垂
直
割
れ
な
ど
、
一
般
的
な
剝
離
痕
も
確
認
で
き
る
た
め
、
個
々
の
斑
晶
の
割
れ
方
向
を
精
度
高
く
特
定
で
き
る
。
剝
離
面
ご
と
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に
斑
晶
の
割
れ
方
向
を
丁
寧
に
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
い
く
と
、
剝
離
面
全
体
の
割
れ
方
向
を
判
断
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
斑
晶
観
察
法
を
取

り
入
れ
れ
ば
、
従
来
は
研
究
者
の
経
験
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
不
均
質
な
石
材
資
料
に
対
す
る
観
察
に
お
い
て
、
再
現
性
の
あ
る
結
果
が
得

ら
れ
、
よ
り
科
学
的
な
議
論
が
可
能
に
な
る
。「
追
加
8
」
は
金
取
遺
跡
で
唯
一
、
斑
晶
観
察
法
が
適
用
可
能
な
岩
質
の
資
料
で
あ
る
。

　

斑
晶
観
察
法
の
プ
ロ
ト
コ
ル
は
旧
稿
（
上
峯　
二
〇
一
四
）
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
機
器
は
以
後
に
更
新
し
て
い
る
。
今
回
はO

LY
M

PU
S

製
金
属
顕
微
鏡
Ｂ
Ｘ-

Ｆ
Ｍ
に
レ
イ
マ
ー
製
顕
微
鏡
用
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラW

RA
Y

CA
M

-N
O

A

を
装
着
し
、
一
〇
〇
倍
～
五
〇
〇
倍
で
観

察
し
た
。
カ
メ
ラ
と
Ｐ
Ｃ
を
接
続
し
、
付
属
ソ
フ
ト
ウ
ェ
アM
icro Studio

（ver. 1.9.25633

）
で
観
察
、
深
度
合
成
し
た
画
像
を
出
力
し
た
。

露
光
や
ホ
ワ
イ
ト
バ
ラ
ン
ス
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
自
動
設
定
と
し
た
。

　

当
該
資
料
の
3
Ｄ
モ
デ
ル
、
斑
晶
観
察
の
結
果
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
筆
者
の
観
察
所
見
を
ま
と
め
た
実
測
図
を
図
4
に
示
す
。
裏
面
を
覆
う

や
や
円
磨
し
た
面
（
ｔ
）
で
は
不
透
明
部
が
発
達
し
た
斑
晶
が
卓
越
し
、
他
の
面
で
も
っ
ぱ
ら
透
明
斑
晶
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
明
瞭
な
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
形
成
時
期
が
他
よ
り
も
著
し
く
古
い
の
で
あ
り
、
原
礫
面
と
断
じ
る
こ
と
に
躊
躇
し
な
い
。
こ
の
資
料
の
素
材
と

な
っ
た
の
は
、
平
た
い
面
を
も
つ
亜
角
礫
で
あ
る
。

　

表
面
の
最
初
期
の
剝
離
痕
は
中
央
下
半
の
ｋ
、
中
央
上
半
を
占
め
る
ｊ
・
ｇ
で
あ
る
。
現
存
す
る
剝
離
痕
に
は
、
原
礫
を
平
面
方
向
に
分
割

し
た
よ
う
な
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
続
い
て
、
両
側
縁
に
中
小
の
剝
離
痕
が
残
さ
れ
る
。
左
側
縁
の
ｈ
・
ｉ
、
右
側
縁
の
ｑ
は
裏
面
（
底

面
）
に
対
し
て
約
六
〇
度
で
、
中
央
の
ｋ
・
ｊ
と
な
す
角
度
（
約
一
三
〇
度
）
か
ら
も
、
両
者
が
資
料
の
形
状
を
大
き
く
変
え
た
割
れ
で
あ
る
と

確
認
で
き
る
。
一
方
、
ｂ
・
ｃ
や
ｎ
～
ｐ
は
、
裏
面
と
な
す
角
度
が
約
六
〇
度
で
、
ｉ
や
ｑ
の
場
合
と
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。
ご
く
薄
い
剝
片

が
剝
が
れ
た
だ
け
で
、
資
料
の
形
状
に
与
え
た
影
響
は
比
較
的
小
さ
く
、
ｈ
・
ｉ
・
ｑ
と
区
別
で
き
る
。
左
側
縁
で
は
図
の
下
方
か
ら
上
方
へ

（
ｄ
→
ｃ
→
ｂ
）、
右
側
縁
で
は
図
の
上
方
か
ら
下
方
へ
（
ｎ
→
ｏ
→
ｐ
）
と
割
れ
面
が
連
綿
と
生
じ
て
い
る
。
裏
面
に
達
す
る
ｕ
も
、
こ
れ
ら
と

関
連
づ
け
て
理
解
で
き
る
。
こ
の
面
は
剝
離
痕
こ
そ
大
き
い
が
、
原
礫
面
剝
が
し
を
う
か
が
わ
せ
る
程
度
の
形
状
変
更
し
か
起
こ
し
て
い
な
い
。

先
端
か
ら
生
じ
て
い
る
ｅ
は
、
割
れ
の
経
過
か
ら
す
れ
ば
左
側
縁
の
剝
離
痕
群
と
一
連
の
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ｇ
と
の
間
に
顕
著
な
階
段
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図 4 　金取遺跡出土資料（ 1 ）
a：3D データによる展開図と断面図　b：面の名称　c：斑晶観察の結果
d：斑晶観察にもとづく筆者の認識（実測図）　e：斑晶の顕微鏡写真
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状
末
端
部
を
の
こ
し
て
い
る
。
急
斜
度
（
底
面
と
の
角
度
が
約
一
〇
〇
度
）
の
ｆ

→
ａ
が
続
き
、
最
終
剝
離
と
な
る
。

　

以
上
の
観
察
結
果
は
、
こ
の
資
料
を
、
亜
角
礫
を
素
材
と
し
た
片
面
調
整
の

尖
頭
石
器
と
見
る
こ
と
を
許
容
す
る
。

3　

斑
晶
観
察
法
に
よ
る
割
れ
速
度
の
推
定

　

斑
晶
上
で
は
、
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー
・
ウ
ィ
ン
グ
（
ガ
ル
・
ウ
ィ
ン
グ
）
を
と
ら
え

る
こ
と
も
可
能
で
、
斑
晶
そ
れ
ぞ
れ
の
割
れ
速
度
が
見
積
も
れ
る
。
フ
ラ
ク
チ

ャ
ー
・
ウ
ィ
ン
グ
と
は
、
脆
性
材
料
の
割
れ
面
で
観
察
さ
れ
る
逆
Ｖ
字
形
（
翼

状
）
の
破
面
模
様
で
、
亀
裂
前
線
と
弾
性
波
と
の
相
互
作
用
で
形
成
さ
れ
る

（Faukner

　1972

、
山
田
ほ
か　
一
九
八
九
、
髙
倉
ほ
か　
二
〇
〇
四
）。
そ
の
開
き
角

が
亀
裂
速
度
と
反
比
例
す
る
た
め
、
物
性
が
よ
く
研
究
さ
れ
た
黒
曜
岩
等
で
は
、

算
出
し
た
亀
裂
速
度
か
ら
剝
離
方
法
が
同
定
さ
れ
る
。
石
英
を
対
象
に
し
た
定

数
（
弾
性
波
速
度
）
は
不
明
な
の
で
、
こ
こ
で
は
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー
・
ウ
ィ
ン
グ

（
図
5
の
ａ
）
の
開
き
角
そ
の
ま
ま
を
取
り
あ
げ
る
。
上
述
の
顕
微
鏡
観
察
で

取
得
し
た
画
像
上
で
三
三
の
斑
晶
か
ら
一
七
三
の
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー
・
ウ
ィ
ン
グ

を
識
別
し
、A

dobe Illustrator

（ver. 27.1.1

）
上
で
開
き
角
を
計
測
し
た
。

そ
の
の
ち
、
斑
晶
ご
と
に
中
央
値
を
求
め
て
、
分
析
値
と
し
た
。

　

図
5
の
ｂ
で
は
、
3
Ｄ
デ
ー
タ
処
理
ソ
フ
ト
ウ
ェ
アCloud Com

pare
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図 5 　金取遺跡出土資料（ 2 ）
a：斑晶上のフラクチャー・ウィング（FW）　

b：勾配段彩図とフラクチャー・ウィングの開き角（単位：度）
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（ver.2.12.4

）
に
よ
っ
て
、
原
礫
面
の
平
坦
箇
所
を
基
準
面
と
し
て
、
3
Ｄ
モ
デ
ル
の
勾
配
を
段
彩
図
化
し
た
も
の
に
、
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー
・
ウ

ィ
ン
グ
の
開
き
角
の
分
析
値
を
重
ね
た
。
勾
配
が
緩
や
か
な
部
分
、
と
り
わ
け
打
点
が
最
も
縁
辺
か
ら
離
れ
て
い
る
中
央
の
剝
離
痕
に
お
い
て
、

開
き
角
が
小
さ
い
（
亀
裂
速
度
が
速
い
）
傾
向
を
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
剝
離
痕
が
、
他
よ
り
も
強
い
力
で
の
こ
さ
れ
た
と
解
釈
で
き
、
こ
の

資
料
が
加
減
の
異
な
る
力
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
の
自
然
な
解
釈
の
一
つ
は
、
本
資
料
が
巧
み
に
強
弱
を
つ

け
た
打
ち
割
り
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
と
い
う
理
解
だ
ろ
う
。

六　

結　
　
　

語

1　

石
器
認
定
の
思
考

　

日
本
列
島
の
約
四
万
年
前
以
前
を
探
る
に
あ
た
り
、
朝
鮮
半
島
や
中
国
東
部
の
同
時
代
文
化
の
様
相
を
調
べ
、
列
島
の
事
例
と
の
共
通
点
を

指
摘
す
る
と
い
う
戦
略
が
し
ば
し
ば
採
用
さ
れ
る
。
す
で
に
通
覧
し
た
よ
う
に
、
要
素
還
元
主
義
的
な
故
地
探
し
は
取
り
立
て
て
新
し
い
方
法

で
は
な
い
が
、
発
掘
捏
造
事
件
を
省
み
つ
つ
研
究
の
国
際
化
が
叫
ば
れ
る
近
年
、
い
っ
そ
う
盛
ん
に
な
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
今
も
昔

も
、
列
島
の
旧
石
器
文
化
の
遡
求
は
、
年
代
と
資
料
の
人
為
性
評
価
が
争
点
と
な
っ
て
い
る
（
杉
原　
一
九
六
七
）。
し
か
し
な
が
ら
実
態
は
、

既
往
の
資
料
や
理
解
に
照
ら
し
て
「
あ
り
う
る
か
」
ど
う
か
が
総
合
評
価
と
し
て
暗
躍
し
、
石
器
認
定
を
左
右
し
て
い
る
。

　

海
外
の
資
料
を
調
べ
る
こ
と
は
、
凝
り
固
ま
っ
た
考
え
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
視
点
を
多
様
化
す
る
こ
と
に
貢
献
す
る
し
、
先
史
学
者
と
し
て
の

渇
望
を
満
た
す
も
の
に
は
違
い
な
い
。
一
方
で
、
そ
の
資
料
群
の
様
相
は
列
島
の
旧
石
器
文
化
の
認
識
に
は
関
わ
ら
な
い
し
、
関
わ
ら
せ
る
べ

き
で
な
い
。
彼
の
地
の
デ
ー
タ
を
充
実
さ
せ
た
後
に
、
列
島
へ
の
人
類
拡
散
劇
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
を
囁
い
て
く
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
海
外
の
同
時

代
資
料
と
類
似
す
る
こ
と
は
、
列
島
の
「
石
器
」
の
人
為
性
を
高
め
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
性
急
な
比
較
論
・
伝
播
論
に
走
ら
ず
、
日

本
列
島
と
東
ア
ジ
ア
各
地
そ
れ
ぞ
れ
で
「
確
か
ら
し
い
」
資
料
を
充
実
さ
せ
、
な
い
し
は
既
知
の
資
料
の
「
確
か
ら
し
さ
」
を
検
証
し
、
そ
の
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後
に
、
比
較
検
討
に
よ
っ
て
系
統
関
係
を
論
じ
る
の
が
順
序
で
あ
る
。
方
々
か
ら
の
風
評
に
な
び
か
ず
、
議
論
の
俎
上
に
留
ま
り
続
け
る
デ
ー

タ
の
蓄
積
が
求
め
ら
れ
る
。

2　
「
噓
」
の
足
音

　

「
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
人
間
た
ち
は
、
自
分
が
望
ん
で
い
る
こ
と
を
喜
ん
で
信
じ
る
」。
こ
の
言
葉
は
、
人
間
の
思
考
や
判
断
の
「
癖
」、
い

わ
ゆ
る
認
知
バ
イ
ア
ス
の
特
徴
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
。
研
究
の
黎
明
期
か
ら
転
じ
て
、
遺
跡
や
遺
物
の
情
報
、
数
多
の
研
究
に
曝
さ
れ
て

い
る
私
た
ち
は
、
と
っ
く
に
情
報
の
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
に
見
舞
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
対
処
法
と
し
て
、
無
自
覚
に
情
報
を
取
捨
選
択
し
て
い
る
。

調
査
や
研
究
の
成
果
の
発
信
法
に
し
て
も
、
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
推
進
や
即
時
化
、
情
報
発
信
手
段
の
多
様
化
と
属
人
化
に
よ
っ
て
、
従
来

の
刊
行
物
が
持
っ
て
い
た
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
的
な
役
割
は
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
研
究
の
国
際
化
も
、
こ
の
傾
向
に
拍
車
を
か
け
て

い
る
。

　

多
様
か
つ
多
量
な
情
報
は
も
は
や
生
態
系
の
如
く
振
る
舞
い
、
計
算
社
会
科
学
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
な
、
内
部
構
造
と
相
互
作
用
、
生
態

系
の
進
化
の
ド
ラ
イ
ブ
に
入
っ
て
い
く
。
例
え
ば
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
注
意
力
と
情
報
処
理

能
力
が
有
限
な
私
た
ち
が
、
膨
大
な
情
報
に
向
き
合
う
た
め
の
対
応
策
だ
が
、
認
知
バ
イ
ア
ス
と
同
様
の
偏
り
を
増
幅
し
て
し
ま
う
。
と
り
わ

け
外
国
語
論
文
の
入
手
に
お
い
て
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
は
稀
で
は
な
く
、
こ
の
懸
念
は
現
実
感
を
増
し
て
い
る
。
似
た
考
え
が

こ
だ
ま
し
、
異
な
る
考
え
が
聞
こ
え
に
く
く
な
る
。
異
な
る
考
え
に
触
れ
る
と
い
っ
そ
う
、
自
分
の
考
え
に
固
執
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は

「
噓
」
が
蔓
延
し
や
す
い
状
況
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

カ
エ
サ
ル 『
ガ
リ
ア
戦
記
』
第
3
巻
第
18
節
。

①

①
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Methodological Perspective for Recognizing Lithic Artifacts beyond 
Current Knowledge

by

UEMINE Atsushi

　Whether humans had already reached the Japanese archipelago before 
the arrival of modern humans approximately 40,000 years ago has long 
been debated in Japanese prehistoric archaeology. The following discussion 
will provide empirical data to clarify the timeline and process by which 
modern humans, who dispersed across East Asia, achieved an “out of 
Eurasia” expansion. Additionally, it will shed light on how these 
populations adapted to environments distinct from those of the Eurasian 
interior.
　The difficulty in answering this question lies in the challenge of 
distinguishing between lithic artifacts and geofacts̶naturally flaked stones 
that resemble man-made artifacts. As with archaeological cases around the 
world, researchers in Japan have been troubled by questions such as how 
to discern traces of human activity from the materials in question, how to 
reach a common understanding among researchers who study lithic 
artifacts of different materials, and whether it is even possible to 
empirically distinguish lithic artifacts from geofacts on an individual basis.
　In this study, the author revisits incidents of forgery within Paleolithic 
archaeology̶such as the Piltdown Man, the Kanagi geofact incident in the 
1950s, and the Fujimura scandal̶to find a methodological perspective to 
address this difficult problem by focusing on the distinction between 
artifacts and geofacts. For each case, the author examined what the forger 
intended through the act of fabrication and why knowledgable researchers 
of the time were misled. As a result, the study revealed a vulnerability in 
archaeological thought̶what might be called “thinking traps.” In other 
words, even before the discovery of new materials, the prospective outlines 
of artifacts expected to be found in the future had already been 
anticipated in accordance with existing theories, views of the period, and 
chronological frameworks.
　The researchers at the time accepted forged materials that fit these 
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expectations as authentic. This highlights the vulnerability of the 
typological-systematic approach that archaeology relies on, particularly in 
Paleolithic archaeology. In studies investigating the dawn of human 
habitation in certain regions, this vulnerability can lead to serious errors. 
To avoid such errors, methods consistent with the framework of lithic 
studies can be considered. These include methods such as revealing the 
exotic origin of lithic raw materials through chemical composition analysis 
and meticulously observing fracture surfaces to identify signs of 
intentionality.
　In this study, the author applied these methods to materials from the 
Sozudai and Kanedori sites. Stratigraphic analysis and observations of 
sediments adhering to the materials confirmed that the problematic 
artifacts from both sites were obtained from layers older than 40,000 years 
ago. At the Sozudai Site, X-ray fluorescence (XRF) analysis revealed that 
the glassy rhyolite used as the raw material for the artifacts could only be 
sourced from a location 44 kilometers away from the site. At the Kanedori 
Site, the materials in question were composed of heterogeneous materials 
containing numerous phenocrysts, making it difficult to distinguish 
between the cortex and the fractured surface or to identify the direction 
of fractures under conventional lithic observation methods. To address this, 
the author applied the Phenocrysts Microscopic Observation Method, which 
the author developed. This method involves observing phenocrysts under a 
microscope to analyze the degree of weathering and detachment marks, 
contributing to a comprehensive understanding of the material. The results 
confirmed that the material could be evaluated as a unifacially retouched 
pointed tool. Furthermore, the author attempted to observe fracture wings 
on the phenocrysts and analyze differences in fracture speed at various 
parts of the artifact̶likely reflecting variations in force applied during 
tool production. Through these analyses, the possibility that these are man-
made artifacts predating 40,000 years ago has increased significantly. 
However, even if such approaches are adopted, it is not easy for 
archaeologists to accept artifacts that surpass the boundaries of current 
knowledge. The academic environment and research conditions 
surrounding archaeologists today are expected to further accelerate this 
tendency.

Keywords ;  Piltdown Man, Geofact, Typology,   
X-ray Fluorescence, Phenocrysts Microscopic Observation Method
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